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(1)   gugda urǝ 
     high  mountain  “高い山” 
 
 gugda-du urǝ-du 
 high-DAT  mountain-DAT “高い山に” 
 
 gugda-l-va  urǝ-l-vǝ 




































































言語系統 言語 接触地域 
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Лебедева et al. 1985）。大変古い資料もあるように、言語データが収集された場所、年代などを
整理し対照させたような先行研究はない。 
 
17 世紀後半オランダ人ウィツェン（N. Witzen）の『北および東韃靼』（Noord n Ost Tartatyen）:1785 年
版 （1692 年初版、1705 年第２版） ラムート語の数詞、「主の祈り」エヴェンキ語訳 
1720 年代 メセルシュミット（D. G. Messerschmidt）の旅行記 Forschungreise durch Sibirien 1720-1727 
(Berlin, 1962-77)：単語（数は不明）のみ収録 
1730 年 ストラーレンベリ（Ph. J. von Strahlenberg）『ヨーロッパ・アジアの北部と東部』（Das Nord- und 
Ostliche Theil von Europa und Asia, Stockholm）の付表「博言表 Tabula Polyglotta」、３種
類のツングースから約９０語 
1730-40 年代？ フィシェル（J. E. Fischer）『シベリアを主とする三十四民族の三百語収録語彙』 
1786-89 年? パラス（P. S. Pallas）『欽定全世界言語比較語彙集』 
 11 
1790 年レセプス（J.-B. B. de Lesseps）『１７８７年と１７８８年のカムチャツカ旅行』（Travels in 
Kamtschatka, during the years 1787 and 1788, London, 1790） 
1802 年ザウエル（M. Sauer）の”An Account of a Geographical and Astronomical Expedition to the 
Northern Parts of Russia, performed by J. Billings in the year 1785, etc. to 1794” 
1817 年アーデルング（J. Ch. Addelung）『ミトリダーデス』 
1823 年クラプロート（J. Klaproth）『アジア博言集』 ←ストラレンベルクがエニセイ・ツングースカ周辺方
言を収集 


















な調査がなされ始めたと言えるであろう（Лебедева et al. 1985 および Воскобойников 1960）。 
 
 12 
1901 年 グートによるエニセイ方言のテキスト（文学について）記述 
1903 年 ペカルスキーによるアヤン方言の採集（ヤクートに出稼ぎに出ていたエヴェンキ人から） 
1903-13 年 ルィチコフによるトゥルハン地方でのエヴェンキ語採集 
1905 年 ワシリエフによるイリンピア・ツンドラ方言の伝説などのテキスト採集 
1910-11 年, 1914 年 ススロフによるトゥルハン地方の方言採集（蠟管ヘ録音も） 






































① 簡易文法記述：25 頁、形態論のみ 
② 辞書（語ごとのカード）：4,329 枚（語）収録 


















『エヴェンキ（ツングース）語文法概説（Очерк грамматики эвенкийского (тунгусского) 
языка, 1940）』、『エヴェンキ語・ロシア語辞典（Эвенкийско-русский словарь, 1958）』、『エヴェ
ンキ語フォークロア集（Исторический фолькулор эвенков, сказания и предания, 1966）』、そ







































































                                                      
2 http://www.perepis2002.ru/index.html?id=17 にて入手可能。 
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 人口 母語率 1989 年 ロシア語率 
エヴェンキ 34,610 20% 30.4% 94% 
    都市部 7,901 17% -  
    村落部 26,709 20% -  
エウェン 18,642 33% 43.9% 93% 
ネギダル 505 7% 28.3% 100% 
ナーナイ 11,569 27% 44.1% 99% 
オロチ 426 4% 18.8% 100% 
ウデヘ 1,531 9% 26.3% 100% 
ウイルタ（オロッコ） 298 4% 44.7% 100% 
ウリチ 2,718 13% 30.8% 99% 
ドルガン 7,077 64% 81.7% 93% 
ユカギール 1,176 27% 32.8% 96% 
ネネツ 41,302 71% 77.1% 88% 
エネツ 237 34% 45.4% 97% 
ガナサン 834 50% 83.2% 99% 
セリクプ 4,249 31% 47.6% 99% 























ドメイン 家庭 学校 職場 
使用言語 民族語 ロシア語 民族語 ロシア語 民族語 ロシア語 
エヴェンキ 61 288  6 389   7 374   
エウェン 201 473  71 721   188 567   
ナーナイ 106 893  22 974   33 967   
ネネツ 263 731  - 1000   62 938   
ドルガン 487 333  29 738   189 635   
ヤクート 907 93  752 248   765 234   
ブリヤート 648 351  270 729   274 725   









































北方言 中央方言 南方言 東方言 ツングース祖語 
h-, -h- s-, -s- ʃ-, -ʃ- s-, -h- *s-, *-s- 
h- h- φ- φ- ~ h- *p- 
-ɣ- -ɣ- -w- ~ -φ- -ɣ- *-g- 
表６  Василевич（1948）による方言分類基準の一部 
  





地図４  エヴェンキ語の方言分類地図（Василевич 1958） 
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１.３.３.２ 鄂倫春（オロチョン）語 




































                                                      
4 朝克・中嶋（2005）によると、鄂温克族は約 32,600 人、そのうち鄂温克語を母語とする話者の人








































брат старший был. брахиста сейчас в тюрьме должен быть. 
  兄   年上の    いた  兄        今     牢獄に    違いない いる 
туда можете заехать, то    зараз скажет. 




（ а  родители в тайге жили?）  -  в тайге 
 （一方  両親     タイガに 住んでいた？）  タイガに 
(кочевали?)  -  кочевкой.... улуки дэ чоо да охота (??) 
 （放牧していた？）   放牧で      リス    も ？  も 狩猟 
частниками это не  выходили. колхоз   был.  колхоз  тавар-ил кэтэ.  
 私営として    これ 否定 出ていった コルホーズ あった コルホーズ モノ-PL  たくさん 
колхоз  тавар-ил кэтэ-кун  был.  хорокто ......?? 
 コルホーズ モノ-pl   多い-強調 あった  干し草 
дрова... швырковые, долготевый возили.  
  薪       割られた      ？         運んだ 
 （両親はタイガに住んでいた？） — タイガにいた 
 （放牧してた？） — 放牧で… リスとかで狩りして 
 個人経営はダメだった、コルホーズだけ。コルホーズではモノが豊富  
 コルホーズはたっくさんモノがあった。干し草も・・・ 
 薪も… 割ったものとか、？？？を運んだ。 
 
много дрова надо было то  время-ду... 
 たくさん 薪   必要 だった その 時代-DAT 
вот такой история была... 























































 表１は Василевич（1940）にある母音一覧である。［ ］の括弧に入っている音は、方言によっ




 前 中 後 
円唇 非円唇 円唇 非円唇 円唇 非円唇 
狭 高 [ü] ị  ı ̣̄  ụ  ū ̣ i  ī u ū [ɯ] 
広 
中 [ö] e ē [ọ ō]̣ əә  ə̄ә o  ō  
低  [ä  ǟ]  [ạ  ā]̣  a  ā 




いる。コンスタンチノワは、レベジェワらとともにエヴェンキ語教師用教科書（Лебедева et al. 
1985）を作成していることもあり、この母音体系がエヴェンキ語の標準的な体系として受け入れ
られていると言ってよい。（ ）内の音は異音であり9、音素として認めているのは５つの短母音/i, 
a, ǝ, u, o/と、６つの長母音/ī, ē, ā, ǝ̄, ū, ō/である。ワシレーヴィッチと異なり、前舌半狭母音/ē/に
対応する短母音/e/がないことが特徴的である。 
 
 最後に、表３は Nedjalkov（1997）による母音一覧である。Nedjalkov は、１９８８年にヴァナヴァ
ラというエヴェンキ語南方言（北方言にも近い地域で標準語の基礎として参考にもされた）での
調査をまとめた音韻であると記述している。先の２つの先行研究と異なり、平唇後舌狭母音/ɯ/ 
                                                      
8 それぞれ、[ü]は/ụ/の、[ö]は/əә/の、[ɯ]は/i/の、[ọ, ō]̣及び[ä, ǟ], [ạ, ā]̣は/əә, ə̄ә/の異音であるとしてい
る。最初の３つは主にサハ共和国とハバロフスク地方のエヴェンキ語方言（ヤクート語の影響がある）
に、[ọ, ō]̣は北方方言と東方言の一部に、そして[ä, ǟ], [ạ, ā]̣は東・南方言で聞かれると記述されて
いる。 
9 それぞれ、[ɛ]および[ị, ı ̣̄ ]は/i, ı̄/の、[ụ, ū]̣は/u, ū/の、[ə̄әo]と[ə̄әa]は/ə̄ә/の音色をもった異音であるとし
ている。 
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 前 中 後 
狭 
高 
i  ı̄ 
 ( ị   ı ̣̄  ) 
 u  ū  
  ( ụ   ū ̣) 
中 
    ( ɛ ) 
       ē 
      (ə̄әo) 
    əә  ə̄ә 
 
 o  ō 
広 
低 
      (ə̄әa) 
  a  ā 
 





/je, jeː/が立てられていること、/əә, ə̄ә/に対して/ɛ, ɛː/としている点も特徴的である。 
 
                          Front                  Back 
                   unrounded  rounded      unrounded  rounded   
        high ɪ, ɪː － 	 ɯ 	  ʊ, ʊː 
        middle je, jeː － 	 ɛ, ɛː 	  o, oː 
        low a, aː － 	 － 	  －	 	   
表３  Nedjalkov（1997: 309）による母音体系 
 











 まず、母音の弁別素性として舌根収縮性（RTR：Retracted Tongue Root, 訳については「舌
根後方化」「舌根后縮」などもある）10が関わっていることを指摘する。先行研究においても、ツ
ングース諸語をはじめとして、中期朝鮮語やチュクチ語にも舌根の素性を認め、シベリアやユ
ーラシアの内陸側諸言語に広く観察されるという主張（Comrie 1997, 松本 1998）や、中国内
のエヴェンキ諸語をはじめとするツングース諸語にも ATR を認める研究（李 1998）があるなど、
弁別素性としての舌根収縮性は既に指摘されている。筆者が今回得た音声データにおいても、







 〈語頭・k の前〉 〈語頭〉 〈語末・k の後〉 〈語末・鼻音の後〉 
/i/： 111. [iktə̙әmi] “打つ” 38. [ilɡa] “花” 32. [ŋinaki] “犬”  
/iː/：   21. [arakiː] “酒”  
/i̙/：  30. [i̙də̙әgə̙ә] “もの”  144. [i̙ŋi̙ni̙] “寒い” 
/i̙ː/： 8. [i̙ːktə̙ә] “歯”   53. [i̙na̙ŋi̙ː] “日” 
                                                      
10 舌根を後方へ引く調音方法。分かりやすく言えば、のどを緊張させ締め付けるような感じのする
発声である。これらの音は母音の下に Retracted Tongue Root を示す diacritics の[⊢]を付けて表す。






[＋RTR]： / u̙/,/ u̙ː/ 
 〈硬口蓋子音の後〉 〈語頭〉 〈語頭・b の後〉 
/u/： 20. [jumuːran] “油” 10. [uɲakan] “指”  
/uː/： 128. [juːmi] “出る”  132. [buːmi] “与える” 
/u̙/：  41. [u̙ra̙] “山” 125. [bu̙mi] “死ぬ” 






[－RTR]: /o/, /oː/ 
 〈語頭〉 〈語頭・s の後〉 
/o/ [o ~ ɔ]： 52. [oɕikta] “星”  
  6. [ɔŋɔktɔ] “鼻” 
/oː/ [oː ~ ɔː]： 63. [oːkin] “いつ” 110. [soːxiˑmi] “驚く” 
    108. [sɔːmi] “泣く” 
 
半狭・広母音  
[－RTR]： /a/, /e/, /aː/, /eː/ 
                 〈語頭〉         〈語頭・s の後〉          〈語頭・軟口蓋音前〉 
/a/ ([a]～[a̠]～[æ])： 142. [daɡa] “近い” 77. [axi] “妻、女” 
/e/ ([e]～[ɛ]～[əә])： 50. [delatɕaː] “太陽” 73. [jeɡin] “９” 
/aː/ ([aː]～[æː])： 135. [saːmi] “知る” 109. [sæːndemi]“怒る” 58. [aːxeltana] “夜” 
/eː/：  5.  [seːn]   “耳” 4. [eːxa] “目” 
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[＋RTR]： /ə̙ә/, /ə̙әː/ 
                     〈語頭・ŋ の後〉        〈語頭・s の後〉 
/ə̙ә/ ([ə̙ә]～[e̙]～[a̙]～[ɐ̙])： 131. [ŋə̙әnə̙әmi] “行く” 93. [sə̙әvə̙әki] “神” 





－RTR   ＋RTR  
 i, iː          u, uː 
e, eː         o, oː 
a, aː 
  i̙, i̙ː    u̙, u̙ː 
ə̙ә, ə̙әː 












             母音調和のグループ           
    第１グループ [＋RTR]： a, ā, e, ē, o, ō, i, ı̄, u, ū 
    第２グループ [−RTR]： ə̙ә, ə̙әː, i̙, i̙ː, u̙, u̙ː 
 
 母音のグループに基づき一語内における母音の共起を観察すると、採集した音声データの
中に①に反する例がいくつかある。反するパターンは次の A あるいは B がありえる： 
A. 第一音節が[－RTR]であるのに第二音節以下で[＋RTR]が出てくる語 
B. 第一音節が[＋RTR]であるのに第二音節以下で[－RTR]が出てくる語 
A に当たる語例は（111）の１語だけであるのに対し、B に当たる語例は１１語（46, 59, 62, 85, 86, 
88, 90, 130, 143, 149, 153）もある。B のほうが多いということから、第二音節以下では、第一音
節に比べて[＋RTR]は弱化しやすいということが指摘できる。 
 この第二音節以下での母音の弱化については、先行研究にも同様に解釈できる記述がある。








ā əә ā 
ō a ā 
a a ā 
o o ō 
əә, ə̄ә əә ə̄ә 
ē a ā 
















エヴェンキ語：  -va ~ -vǝ ~ -vo 
エウェン語:  -v ~ -w ~ -bu （3SG.POSS -van ~ -vǝn ~ -von） 
ネギダル語：  -wa ~ -wǝ 
ナーナイ語：  -va ~ -vǝ 
ウリチ語：  -va ~ -vǝ 
オロッコ語：  -va ~ -vǝ ~ -vo ~ -vu 
オロチ語：  -va ~ -vǝ ~ -vo 
ウデヘ語：  -va ~ -vǝ ~ -vo 
表６  ツングース諸語における対格接辞の母音調和による異形態11 
 
 
                                                      
11 エウェン語：Цинциус（1947）、ネギダル語・ナーナイ語：Аврорин（1959）、オロチ語：Аврорин и 








 以上のことより、以下で形態素を表記する際に母音調和による異形態を表す代表形 A は、 a 
~ ǝ (~o) を意味する。 
 
 









唇音： /b/：[p ~ b], /v/ 
 音声としては[p],[b],[v̞]13が現れる。しかしこれらは現れる環境に差がある。その分布を示した
ものがものが表である。 
                                                      
12 Василевич（1958: 661）には、ヤクート語やブリヤート語からの影響の可能性について指摘があ
る。庄垣内（1992: 546）は、「唇音調和のうち、平唇広母音 a, ä が、先行する円唇母音に同化し、円




えるため、[v]に Lower を示す diacritics の[⊤]を付けてで表す。 
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 /b/ /v/ 
 [p] [b] [v̞] 
語頭 × 40. [biɾa] “川” 114. [v̞aːmi] “殺す” 
語中 
母音間 × × 93. [sə̙әvə̙әki] “神” 
子音の前 
146. [ɡoɾoptɨ] “古い” 
（他に-pk-など） 
× 
37. [avdanna] “葉” 
（他に-vɡ-など） 
子音の後 × 
88. [ɡa̙rbi] “名前” 
（他に-mb-,-lb-など） 
× 
語末14  -p (1.PL) ×  -v (1.SG) 





歯茎音： /t/, /d/, /s/ 
       〈語頭・ə̙әの前〉     〈母音間〉       〈l-a の間〉 
/t/：  28. [tə̙әti̙] “服”  28. [tə̙әti̙] “服”  58. [aːxeltana] “夜” 
/d/：  25. [də̙әɡi̙] “鳥”  76. [ə̙әdi̙] “夫”  126. [bakaldami] “会う” 












  /s/: [ɕ] ~ [sʲ] ~ [x]  52. [oɕikta] “星”    50. [sʲiɡun] “太陽” 
  /x/: [x]  110. [soːxiˑmi] “驚く” 
このとき、“星”に [oxikta] という音形も許容されるとしても、“驚く”に*[soːɕiˑmi] は許容されな
い。従って、ここでは/s/（[s] ~ [sʲ] ~ [ɕ] ~ [x]）と/x/を、別の音素と見做す。 
 
後部歯茎音： /tɕ/, /dʑ/ 
       〈語頭・uːの前〉 
/tɕ/：   36. [tɕuːka] “草” 
/dʑ/：    33. [dʑuː] “家” 
 
軟口蓋音： /k/, /ɡ/, /x/ 
       〈母音間・a の前〉      〈ə̙әの前〉      〈oːの前〉 
/k/：[k]~[q] 36. [tʃuːka] “草” 147. [kə̙әtə̙ә] “多い” 118. [akoːmi] “作る” 
/ɡ/：[ɡ]~[ɣ] 51. [beːɡa] “月” 18. [bə̙әɡə̙ә] “薬” 148. [oɡoːkun] “少ない” 
/x/：[x]~[ χ] 138. [oːxa] “小さい” 
 




                                                                                                                                                              
いるが、/i/の前で起こる口蓋化とは別である。例を挙げれば次のようなものである。 
	 	 	 	 	 	 	    南	 	 	 	 	 北	 	 	   	 東 
	 	 「知る」 sāmi~ʃāmi	 	  xāmi	 	  sāmi 
	 	 「女」 asī,~aʃī axī axī 
	   「目」 ǝ̄sa~ǝ̄ʃa ǝ̄xa ǝ̄xa 
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２.２.１.２ 共鳴音 
鼻音： /m/, /n/, /ɲ/, /ŋ/ 
        〈a の前〉 
/m/： 150. [baɡdama] “白い” 
/n/：  71. [nadan] “７” 
/ɲ/：  10. [uɲakan] “指” 
/ŋ/：  7. [amŋa] “口” 
 
流音： /l/, /r/ 
 〈o-o の間〉 〈ə̙әの前〉 〈an の前〉 
/l/：  43. [dʒoˑlo] “石” 15. [u̙llə̙ә] “肉”  67. [ilan] “３” 
/r/：  141. [ɡoro] “遠い” 101. [xə̙әrə̙ә] “下” 41. [u̙ra̙] “山”  20. [jumuːran] “油” 
 
半母音： /j/ 
      〈語頭〉        〈母音間〉 






                 Labial    Alveolar    Palatal      Velar    
Plosive (p,) b t, d  k, ɡ 
Affricate            tɕ, dʑ 
Fricative        v  s  x 
Nasal             m n ɲ ŋ 
Liquid  r,  l 
Semivowel               j 
表８  エヴェンキ語東方言の子音一覧 
 
 
２.２.２  音節と子音の同化 
 エヴェンキ語の音節構造は比較的単純である。語頭において子音連続が見られないこと、
語末には子音が１つだけは立てること、語中において子音の連続は２つまで可能ということを





   両唇 歯 硬口蓋 軟口蓋 前喉頭 
騒 
閉鎖 
有声 b d (dʲ) ɡ  
無声 p t (tʲ) k  
破擦 
有声  (ǯ) ǯʲ   
無声  tʃ (tʃʲ)   
摩擦 
有声  (ʒ)  (ɣ)  
無声  s  (ʃ)  x (h) 
鳴 
側面  l (lʲ)   
ふるえ  r    
鼻音 m n nʲ ŋ  





(C)V(V)(C) ：但し VV は長母音とする 
  




































-n# oron “トナカイ” gun- “言う” 
表９ 語幹末音の種類とその名詞・動詞の例 














-l, -r 母音 
子音 















対格 -vA mova dǝtvǝ laŋmǝ burvǝ oronma molva 
不定対格 -jA moja dǝtjǝ laŋjǝ burjǝ orona mola 
与格 -du modu dǝttu laŋdu burdu orondu moldu 
方向格 -t(i)ki motki dǝttiki laŋtiki burtiki orontiki moltiki 
方向場所格 -(i)klA mokla dǝtiklǝ laŋikla burikla oronikla molikla 
離格 -git mogit dǝtkit laŋŋit burgit oronŋit molgit 
道具格 -t (~ -ǰi) mot dǝtit laŋit burit oronǰi molǰi 




 例えば与格 -du と離格 -git は、有声閉鎖音で始まる接辞と見ることができるが、無声子音






C ＞ C  ／  C     
[+voice] [-voice]   [-voice] 
 













 一方、不定対格の -jA をみると、語末が -n の名詞のあと、そして複数接辞 -l/-r と接する














他 -l -m, -ŋ -n 
sa- “知る” tǝt- “着る” il- “立つ” um- “飲む” gun- “言う” 
単数 
1 -(i)m sam tǝtim ilim umim gunim 
2 -nni sanni tǝtinni ilinni uminni guninni 
3 -rA-n sarǝn tǝttǝn illan umnan gunǝn 
複数 
1inc. -rA-p sarǝp tǝttǝp illap umnap gunǝp 
1exc. -rA-v sarǝv tǝttǝv illav umnav gunǝv 
2 -rA-s sarǝs tǝttǝs illas umnas gunǝs 
3 -rA-φ sarǝ tǝttǝ illa umna gunǝ 
表１１ 語幹末音別に並べた動詞の過去形（接辞 -rA-）の人称活用の例（Лебедева и др. 1985; 133） 
 
        語幹 
  
人称 
語幹末音 ： 単数 ： 複数 
母音 子音 -n -r -l 
ǰu “家” bǝr “弓” oron “トナカイ” oro-r ǰu-l 
単数 
1 -(i)v ǰuv bǝriv oronmi ororvi ǰulvi 
2 -(i)s ǰus bǝris oronni ororri ǰulli 
3 -(i)n ǰun bǝrin oronin ororin ǰulin 
複数 
1.incl -(i)t ǰut bǝrit oronti ororti ǰulti 
1.excl -vun ǰuvun bǝrvun oronmun ororvun ǰulvun 
2 -sun ǰusun bǝrisun 
(bǝrsun) 
oronnun ororrun ǰullun 
3 -tin ǰutin bǝrtin orontin orortin ǰultin 








 /n/で終わる語は次のように a, b の２種類の音変化をする。表１０の不定対格接辞 -jA、表１
１の動詞過去時制接辞 -ra （１・２人称単数には出てこない）にあるように、次にくる子音-j-, -r-
が脱落する。 
a) 後続する子音が脱落する 
n + r > n  （一方、n + n > nn, となり２音分の長さは残る） 
n + j > n 
 
 また、２人称所有接辞単数 -s／複数 -sun のように、/s/で始まる接辞と隣接する時は、順向
完全同化を起こす。 
b) 順向完全同化する 
   n + s > nn 
 
② 複数接辞/l/, /r/の後 
 語幹末の音が/l/, /r/である語のときと異なり、複数接辞である/l/, /r/の後に子音で始まる接辞
がくるときは、下のように a, b の２種類の音変化が起こる。 
 まず、不定対格接辞 -jA のように、/j/で始まる接辞が後続するとき、/j/は脱落する。 
a） 後続する子音が脱落する 
 r + j > r 
 l + j > l 
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 ２人称所有接辞単数 -s／複数 -sun のように、/s/で始まる接辞と隣接する時は、順向完全同
化を起こす。 
b) 順向完全同化する 
  r + s > rr 
 l + s > ll 
 




    2 人称単数 -C, r, l + s > -C, r, l-(i)-s 
    2 人称複数  -C, r, l +sun > -C, r, l-(i)-sun 
 
③ /r/で始まる接辞 
 表１１の動詞過去時制接辞 -ra （１・２人称単数には出てこない）にあるように/r/で始まる接
辞は、①-a)で述べた音変化以外にも、次のように先行する子音と同化をおこす。 
a) /r/の先行子音との同化 
       l + r > ll 
       k, s, t, p + r > k, s, t, p - t 






































 ① 名詞・形容詞 
 ② 名詞・形容詞・動詞 
 ③ 名詞・動詞 
 ④ 名詞・代名詞： kǝtǝ, upkat, adikan など量を表す語彙 
 ⑤ 指示代名詞： ǝr, tar ⇒ 名詞、形容詞、格接辞を伴い場所・時間の副詞にもなる 
 ⑥ その他特殊な語彙： ačin（不存在を表す語で名詞、形容詞、動詞）, so（強いこと意味し、









名詞 形容詞 副詞 動詞  
    ◯ 
    ◯ 
    ◯ 
    ◯ 
    ？ 
    × 












例） goro  >  goro-du 遠くに（格接辞がつく→名詞的活用） 
         goropču 遠い（形容詞） 
           goroki, gorot 遠く（副詞） 







［［［［名詞語幹（＋派生接辞）］ 複数接辞］ 格接辞］ 所有・再帰人称接辞］ 
   例）    asi        -ka        -r       -va        -vun 
             女           DIM             PL           ACCD            1PL.EXC.POSS 
 名詞の語幹のすぐ後ろに来るものは、複数形語尾：-(i)l である。-n で終わる名詞については、
複数形は語末子音-n が-r になる音交替によって作られる。また、一部の親族名称には特別の
複数形がある。（２）はぞれぞれの複数形の作り方の例である。 
（２）             単数形              複数形 
 生産的 esa “目” esa-l 
 -n 語幹名詞  oron “トナカイ” oro-r 
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文法格接辞 副詞的格接辞 後置詞的格接辞 
主格 -φ 与位格 -dū 共同格 -nun 
対格 -vA 具格 -t 所持格 -či 
不定対格 -(j)A 奪格 -duk 様格 -gačin 
  場所格 -(du)lA   
  方向格 -t(i)kī   
  離格 -git   
  沿格 -(du)lī   
  方向場所格 -(i)klA   
  方向沿格 -(i)klī   



















（３） Mōkā-r-əә  gəәnnəә-kəәl,  taduk  mōkā-r-vəә  əәdu  nə̄ә-kəәl. 
 枝-PL-ACCIN  持ってくる-IMP.PRS.2SG そして 枝-PL-ACCD ここ 置く-IMP.PRS.2SG 
“枝を持って来い、そして（その）枝をここに置け”(Константинова 1964: 49) 
 
（４） ƏӘma-ja-val  ǰəәptiləә-jəә  sindu  bi-sin ? 
 何の-ACCIN-PCLE  食べ物-ACCIN  2SG.DAT  COP-PRS.3SG 
“何か食べ物を君は持ってるかい？” (No.4 p.11 l.9)18 
 
（５） Alat-čəәn,  alat-čəәn,  Xomōti-jəә-kəә ačin. 
 待つ-PST.3SG 待つ-PST.3SG  熊-ACCIN-PCLE  ない 







                                                      
18 例文（４）（５）は Бугады орор -Эвенкийские народные сказки-（Бурятское книжное 
издательство 2001, Улан-удэ）より。 
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（６） Mindu  adin  āčin. 
    1SG.DAT  夫  ない 















inc. -t, exc. -vun 
-sun 
-tin 
再帰 -vi -var 






（７） “自分たちの家を” a. * ǰū-va-var 





















inc. bu/mun-, exc. mit/min- 
su/sun- 
nuŋartin/nuŋar- -tin 










（９） a. 動詞述語 
   b. 名詞類述語： 名詞類（主格形） ＋ 繫辞動詞 bi- 
   c. 否定動詞述語： 否定動詞 ǝ- ＋ 本動詞類の否定分詞形 -rA 










肯定形：［［［［［動詞語幹（＋派生接辞）］ ヴォイス］ 相］ 法・時制］ 人称語尾］ 









  -v- 
使役 
  -vkAn- 
受動結果状態 
  -čA- 
開始 
  -l- 
未完了 
  -ǰA- 
現在 
  -rA- 
過去 
  -čA- 
１人称単数 
 -m / -v 
３人称複数 




表６  動詞形態素構造の例 
 
ここから、例えば次のような組み合わせで動詞句が形成される。 
  ⇒  ǰǝv-u19-v-ǰǝ-rǝ-φ “彼らは食べられている” 
         食べる-（挿入母音）-PASS-IMPF-PRS-3PL 
                                                      
19 音節構造の制約から挿入された母音（３.１.４）。 
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      mu-lǝ-vkǝn-čǝ-v  “私は（誰かを）水汲みに行かせた” 














      より動名詞的 -nA（完了行為） 
     より形動詞的 -ri（現在）, -čA（過去） 
     より名詞類述語的 -vki（習慣）, -vkA（義務） 









717-9, 721 など）。 
 
主文と従属文の主語 同主語 同或は異主語 異主語 
語末にともなう主語との一致接辞 おおよその意味 （＋数の接辞） ＋再帰或は人称語尾 ＋人称語尾 
Contextual simultaneity 〜して、しながら -ǰAnA   
anteriority 〜すると、〜したら -mi  -rAk 
posteriority 〜する前に、〜するまで  -dAlA  
Contact anteriority 〜して、〜するや -nA -ktAvA  
Exact simultaneity 〜すると同時に -mnAk, -mnen -ŋAsi -ǰAnmA 
Anteriority proper 〜してその後 -ksA, -kA(n)im -čAlA  
Purposive 〜するために  -dA, -vunA  
Result 〜するまで  -knAn  



















（１３）  …C + -CC…  ＞ *…CCC… 
（１４） a. …C + -CC… ＞ …CV.CC…  







（１５） a. …C + -C ＞  …C-V-C 







（１６）  A. 一子音からのみなる接辞の例 
       -l （複数接辞）, -s （２人称単数接辞）, -v （受動態接辞）, -t （道具格接辞） など 
 B. 二子音で始まる接辞の例 
       -vki （習慣形動詞接辞）, -ŋki （未来形動詞接辞） 
       -tmAr （形容詞強調接辞）, -tki （方向格接辞） など 
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  A．母音挿入式をとる接辞  例） -l（複数接辞）, -ŋki（未来形動詞接辞） 
      ǰav “舟” + -l > ǰavil “舟（pl.）” 
  B．異形態式をとる接辞  例） -tki/tiki（方向格接辞）, -tmar/-timar（形容詞強調接辞） 
      aja “よい” + -tmar > ajatmar “よりよい” 
      ŋonim “長い” + -timar > ŋonimtimar “より長い” 
 
② 音的環境によって、回避方法を使い分ける接辞 
   例） -vkan ~ -mukan（習慣形動詞接辞）, -t（道具格接辞） 
       il- “立つ” + -vkan > ilivkan- “立たせる” 
       iltǝn- “通る” + -vkan > iltǝnmukan- “通らせる” 
 ber “弓” + -t  >  berit “弓で” 
 oron “トナカイ” + -t  >  oronǰi “トナカイで” 
 
①のタイプをとる接辞は、音的環境で予測することが出来る。しかし②のタイプはそれぞれ接
































して用いている。相応 отражение、一致 согласование、連接 примыкание、反映 соответствие。単に
行為者との関係を動詞に示す反映に対して、２つの語の間の何らかの従属関係を示す相応、一致、連









文レベル 反映 動詞語尾—主語人称・数  
表８   語の結合方法とそれが表す関係 
 
 
（１７） a. 所有人称形   P’eｔ’a  pǝktirǝbun-(mǝ)-n “ペーチャの銃（を）” 
  ペーチャ 銃-(ACCD)-3SG.POSS 
 b. 形動詞の主語標示  P’eｔ’a  pǝktiru-čǝ-du-n “ペーチャが撃ったときに” 
  ペーチャ 撃つ-PART.PST-DAT-3SG.POSS 
 c. 副動詞の主語標示  P’eｔ’a  pǝktiru-rǝki-n “ペーチャが撃ったら” 
  ペーチャ 撃つ-CONV-3SG 
 d. 定動詞形の主語標示 P’eｔ’a  pǝktiru-čǝ-n “ペーチャが撃った” 











Type I II III IV 
語尾の形式 
所有型 
 sg pl 
1 -v inc.-t 
exc.-vun 
2 -s -sun 
3 -n -tin 
 
行為者型 
 sg pl 
1 -m -p 
-v 
2 -nni -s 
3 -n - 
 
混合型 
 sg pl 
1 -m -t 
-vun 
2 -nni -sun 





























（１８） sulaki-ksa “キツネの毛皮” 












（１９） a.  so  hǝgdi  bǝjǝ  “とても大きい人” 
          very  big  man 
 
   b.  so  hǝgdi-vǝ bǝjǝ-vǝ  “とても大きい人を” 









（２０） a. oron  ijǝ-li-n   “トナカイ（単）の角” 
    reindeer.SG  horn-PL-3SG.POSS 
 
 
 b.  oro-r  ijǝ-l-tin   “トナカイ（複）の角” 













（２１）  a. gugda urǝ “高い山（が）” 
  high  mountain 
  b. gugda-du urǝ-du “高い山に” 
  high-DAT  mountain-DAT 
  c. gugda-l-va  urǝ-l-vǝ “”高い山々を 
  high-PL-ACCD  mountain-PL-ACCD 
 
（２２） bi  sindu  aja-ja  avun-a  bu-ǰǝm. 
   I.NOM  you.SG.DAT  good-ACCIN  hut-ACCIN give-FUT.1SG 










（２３）  (bi)    Moskva-du  ŋǝnǝ-m.  “私はモスクワへ行った” 

















 A. 一つ ＝単文 
 B. 二つ以上 B-1 並列文 ＝このとき動詞は全て定動詞形 
 B-2 複文＝従属文の動詞が ①形動詞形で ①-１ 主要部のとき ＝ 補文構造 
   ①-2 従属部のとき ＝ 関係節 
   ①-3 名詞活用するとき＝副詞節 




（２４） 単文  Si     tinǝvǝ     ǝmǝ-čǝ-s. 
            2sg.NOM   yesterday   come-PST-2SG 
           “あなたが昨日来た。” 
 
（２５） 並列文 [Si     tinǝvǝ  ǝmǝ-čǝ-s] ,  [timatnǝ  ǰu-la-vi              suru-nni] . 
            2sg.NOM yesterday come-PST-2SG  tomorrow house-ALL-SG.REFL.POSS  go-PRF.2SG 







（２６） [ƏӘni-m  ǝčǝn  sa-rǝ     [si     tinǝvǝ  ǝmǝ-nǝ-vǝ-s]].   (Константинова 1964: 200) 




（２７） [Hutəә-l-in  ičǝ-rǝ  [ǝmǝ-ǰǝ-ri-vǝ]  bǝjǝ-vǝ].  (Колесникова 1966: 47) 
  son-PL-3SG.POSS  look-PERF.3PL  come-IMPERF-PART-ACCD  man-ACCD 
 “彼の息子たちは（こっちへ）やって来る男を見た” 
 
（２８）  [[Haval-ǰa-ri-la-n]  ǝmǝ-čǝ-tin].  （Nedjalkov 1997: 268） 
    work-IMPERF-PART-ALL-3SG.POSS  come-PST-3PL 










（２９） [[Kuŋakan  silgin-ǰǝnǝ]  soŋo-ǰoro-n]. （Nedjalkov 1997: 272） 
  child.SG.NOM  tremble-CONV  cry-IMPERF-3SG 













（３０） Bi  hutǝ-l-vi      suruvu-m     ǝntīl-dulǝ-v      nuŋartin  ānŋǝt-tā-tin. 
    1SG 子供-PL-REFL.SG 遣る-NFUT.1SG  両親-ALL-REFL.SG  3PL.NOM   泊まる-CONV-3PL.POSS 




（３１） ǝni-m     ǝ-čǝ̄-n      sā-rǝ        si        ǝmǝ-nǝ-vǝ-s. 
 母-1SG.POSS  NEG-PST-3SG 知る-CONNEG   2SG.NOM   来る-PART-ACCD-2SG.POSS 
  “私の母は君が来たことを知らなかった。” (Nedjalkov 1997: (115)) 
 
（３２） Bu     ičǝ-rǝ-v         baka-na-l-va-tin           oro-r-vo. 
 1PL.EXC  見る-NFUT-1PL.EXC 探す-PART-PL-ACCD-3PL.POSS   トナカイ-PL-ACCD 







（３３） bǝyǝ  va-na-n           homoti  (Nedjalkov 1997: (170b)) 
      人   殺す-PART-3SG.POSS   熊 
    “人が殺した熊” 
（３４） Uybaan   suruy-but  surug-a    (Stachowski & Menz 1998: 427) 
  イワン    書く-PART   手紙-3SG.POSS 
    “イワンが書いた手紙” 
（３５） Aldar-ai   bar’-aad   bai-han   tülx’üür-iin’   (Skribnik 2003: 126) 
     人名-GEN   持つ-CONV  COP-PART  鍵-3SG.POSS 
    “アルダルが持っていた鍵” 
（３６） Ali-’nin   kavga     et-tiğ-i           arkadaş （勝田 2001: 142） 
     人名-GEN   けんか    する-PART-3SG.POSS   友人 






(33)' [ [ 人が 殺した-3SG] 熊 ] （エヴェンキ語） 
(34)' [ [ イワンが 書いた] 手紙-3SG ] （ヤクート語） 
(35)' [ [ アルダルが 持っていた] 鍵-3SG ] （ブリヤート語） 










質問：次の 2 つの phrase はヤクート語、ブリヤート語で何と言いますか（英語とロシア語共に伝える）。 
1. a dog which I killed (собака, которую я убил)“私が殺した犬” 
2. your dog which I killed (ваша собака, которую я убил)“私が殺したあなたの犬” 
答え： 
ヤクート語 
1. min  ölör-büt   ït-ïm 
1SG    殺す-PART   犬-1SG.POSS 
2. min  ölör-büt   ït-ïm     ehiene 
1SG     殺す-PART	  犬-1SG.POSS  2PL.物主所有形 
ブリヤート語 
1. minii   ala-han   noxoi 
1SG.GEN   殺す-PART	   犬 
2. minii   ala-han   tanai   noxoi 
1SG.GEN   殺す-PART   2PL.GEN   犬 
ヤクート語でははっきりと確認できたと言えるであろう。しかし、ブリヤート語においては任意に被修
飾名詞に人称接辞が付く。そのため、上の質問では接辞が付かない例が得られた。念のため次に、
文献に挙げられている例から、人称接辞が 1 人称である同じ環境の例を挙げておく。 
(i)  xara-gsa  basaga-m    （Sk:114） 











 エヴェンキ語 トルコ語 ヤクート語 ブリヤート語 







B 関係節と被修飾名詞の間 一致 連接 連接 連接 






































の接触言語学の研究史については、入門書に譲るとして（Winford 2003: 6, Matras 2009: 1 な
ど）、体系的に全体像を捉えたのは Weinreich（1953 (1963, 1975); 和訳 1976）、および




































  接触による言語変化  ピジン 
      
言語は保持される 言語がシフトする   

















      
      
主要言語グループからの 
過度の長期にわたる文化的圧力 
【激しい文法置換】      【言語の死】 
シフト先の言語が過度に不能 
【継続的に借用される語彙のみ】 




















































































































































 ma go olč orok oroč udh sol negd ew lam 
*p- f- p- p- p- x- x~s φ x h (~s?) h 
*-p- f~φ p~φ p~φ p~φ p~φ f~φ w~g w w w 







                                                      
23 より具体的には、音が分類上、或いは地域的に、あまりきれいには対応していないことなどを指




24 言語の略は次のとおり；ma 満洲語、go ナーナイ語、olč オルチャ語、orok オロッコ語、
oroč オロチ語、sol ソロン語、negd ネギダル語、ew エヴェンキ語、lam エウェン語。なお、











シベリア･エヴェンキ語、 Or 鄂倫春（オロチョン）語、H 鄂温克（エウェンク）語ホイ方言、M 鄂

















 括弧内は借用語など限られた環境に出てくる音素を指し、(=  )としたものは上で述べたように本
文で挙げる為に文字を改めたものを指す。 













通する語というもの少なくない（35, 37, 44, 66, 87, 104, 171, 175, 188, 211）。これら２言語と鄂
倫春語が相互に区別される違いは、語頭の h-/x- :φ- (24, 30, 32, 33, 52, 123, 165, 183)や、母
音間における-k- :-x- (49, 53, 56, 78, 80), -g- : -y- (4, 9, 47), -ŋ- : -w-~-y- (63, 101)、nn/ll : n/l 




                                                                                                                                                              
 /p, b, m, v~w, t, d, s, n, r, l, č, ǰ, ň, k, g, ŋ, h, y (f, ɣ)/ 
・鄂倫春語：/a, aa, ɪ, ɪɪ, ɛɛ (=EE), ɔ, ɔɔ, ʊ, ʊʊ, əә, əәəә, i, ii, ee, o, oo, u, uu, (uəә, ua)/ 
 /p, b, m, ф, w, t, d, n, r, l, č (=tʃ), ǰ (=dʒ), ʃ, ň, y (=j), k, g, ŋ, x, (ɣ, h)/ 
・鄂温克語 
-ホイ方言： /a (=ɑ), aa (=ɑɑ), o, oo, u, uu, əә, əәəә, ɵ, ɵɵ, ʉ, ʉʉ, i, ii, e, ee/  
 /p, b, m, w, s, t, d, n, r, l, č (=tʃ), ǰ (=dʒ), ʃ, k, g, ŋ, y (=j), x/ 
-メルゲル方言： /i, ii, e, ee, a, aa, o, oo, u, uu, əә, əәəә, (ua, ou, ia)/ 
 /p, b, m, f, w, s, t, d, n, r, l, ts, dz, ʃ, k, g, ŋ, y (=j), x/ 
-オルグヤ方言： /a, aa, o, oo, u, uu, əә, əәəә, ɵ, ɵɵ, ʉ, ʉʉ, i, ii, e, ee, (iəә, ia, ie, iu, io, ua)/ 
 /p, b, m, f, w, s, t, d, n, r, l, č (=tʃ), ǰ (=dʒ), ʃ, k, g, ŋ, y (=j), x/ 
・ソロン語： 
/a, ā, əә (= e̬), ə̄ә (= ē̬), ē, ė, i, ī, ȫ, ʊ̈, u, ū, ʉ (= ɯ), ʉ̄ (= ɯ̄), (ɛi̯, öi̯, üi̯), ã, əә̃ (= ẽ̬), ẽ, ĩ, õ, ʊ̃, ũ, ʉ̃ (= ɯ̃)/ 
/p, b, f, m, w, t, d, ts, č (=č́), ǰ (=ʒ́̌), s, ʃ (=š́), ž, r, l, n, j (χˇ), k, g, x, ɣ, ŋ, (h)/ 
27 鄂倫春語の ll > l という変化については、他のエヴェンキ諸語にはみられず、また後で見るよう
に（表３）ネギダル語と共通している。 
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  123. “娘” Ev hunāt, Or ʊnaaǰı, A xunaaǰ （M unaadz, H unaaǰ, Sol unāǰi） 
49. “乳” Ev ukumnī, Or uxun, A ʉkʉŋ（M ukuŋ, H ʉxʉŋ, Sol ʉxʉ） 
4. “４” Ev digin, Or diyin, A digiŋ （M digiŋ, H digiŋ, Sol digĩ） 
63. “銀” Ev məәŋun, Or mowon, A məәŋʉn （M məәgun, H mʉgʉŋ, Sol məәgʉ̃） 
101. “日” Ev inəәŋi, Or iniyi~inigi, A inəәŋi （M inəәŋgi, H inig, Sol inəәŋi~inəәɣi） 
45. “魚” Ev ollo, Or ɔlɔ, A ollo （M oldo, H oxsoŋ, Sol oxsōõ） 
39. “血” Ev sə̄әksəә, Or ʃɛɛkʃəә, A saaxa （M səәəәgsəә, H səәəәčči, Sol sə̄әkčəә~sə̄әtčəә） 














 bk > pk > kk >* k > x (8, 76) 
 8. “８” M dzabko!, A ǰabkoŋ, ║Or ǰapkʊn, Ev ǰapkun, ║Sol ǰakkũ, ║H ǰaxoŋ 
                                                      
28 Fox (1995)の言うところの、palallel innovation、或いは drift と見做すことができる。つまり、鄂倫
春語を他のシベリア・エヴェンキ語や鄂温克語との対比から別の系統とするには十分な証と見るこ
とは出来ない。 
29 一方で、k > x (27, 31 等), -lC- > -lVC- (106, 111, 134 等)はエヴェンキ語内ではよく見られる変
化であったり、ソロン語にはない変化であったりするため、ホイ方言内での変化と見ることができる。 
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 gt > kt > tt (13, 17, 20, 22, 26, 48, 60, 69, 92, 150) 
 92. “星” M ooʃigta, A oxigta, ║Or ɔɔʃıkta, Ev ōsīkta, Sol ōʃikta~ōʃitta, ║H oʃitta 
 
 rk > rg > gg (59, 146?, 163) 
 163. “重い” M uurku, ║A ʉrgəә, Or urgəә, Ev urgəәxī, ║Sol ɯggəәrdi, H ʉggʉddi  
 
 mk > ŋk > *gk > kk (152, 154, 164) 
 164. “軽い” (M əәniŋ) A inimkʉŋ, Or əәyəәmkun, Ev əәīmkūn, ║Sol əәnikkʉ̄ʉ̃, H əәnikkʉŋ 
  (152. “短い” M urumkuŋ, Or urumkun, Ev urumkūn, ║A ʉrʉŋkʉŋ,      H ʉrʉŋkʉŋ ) 
 
 gd > dd (85, 87, 147, 149, 174, 181) 
  85. “雷” M agdi, A agdi, Or agdı, Ev agdī, Sol agdī, ║H adde  
 
 mn > *mm > m (27) 
  27. “首” M nikimna, A nikimna, Or nıkımna, Ev nikimna, ║Sol nixama~nixima, H nixam  
 
 mŋ > mm (23) 
 23. “口” M amŋa, A amuŋa~amŋa, Or amŋa, Ev amŋa, ║Sol amma, H amma  
 
 w~v/y > g (58, 107, 137) 





も裏付けられる。そして、ソロン語とホイ方言にのみ共通する語がいくつか存在し（14, 22, 36, 
45, 55, 69, 181）、逆に異なる語である場合にソロン語が他の方言と共通の語彙を持つ例は見
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 nd > nn~ll > n~l (38, 88) 
  88. “雪” Sol imanda, H imanda, M imanda, ║A emanna, Ev imanna, ║Or ımana 
 
 ld > ll > l (41, 45?) 
  41. “肉” Sol ʉldəә~ʉldi, H ʉldʉ, M uldəә, ║A ʉlləә, Ev ulləә, ║Or uləә  
 
 md > nd / mn (40) 











-(n)t- -(n)t- -(n)t- 
-s- 
(~-h-) 
-h- -nd- -n- -nn- -nr- 




-ms- -ms- -ps- -ms- -mah- -nd- -mn- -mn- -mr- 







 （１） シベリア・エヴェンキ語における“共鳴音＋/d/”の出現形（TMC より） 
 /nd/: -nn- ~ -nd- ~ -nň- ~ -nr-30 
 /ld/: -ll- ~ -ld- ~ -ldr- ~ -nl-31 







                                                      
30 -nr-, -mr-という音形で現れるのはどちらもチュミカン方言（東方言に属する沿海州北のオホーツ
ク海に面した湾の辺り）のみである。 





共鳴音＋/d/ 左以外の C1C2  
○ ×（～○） オルグヤ方言 
◎ ×（～○） 鄂倫春語 
（×～）○ ×（～○） シベリア・エヴェンキ語 
× ○～◎ ソロン語/ホイ方言 















 ň > n (13, 20, 169) 
13. “髪” Ev ňuriktəә, Or ňuriktəә, ║A niʉrigtəә, M nuurigtəә, H nʉʉttʉ, Sol nʉ̃riktəә~nʉ̃rittəә 
 
 
                                                      
33 おそらく pre-Evenki にネギダル語も含まれる可能性が高いと考えているが、今回は詳しく見てい
ないのでこれ以上は触れない。またエウェン語についても詳細に見る必要があるが、暫定的な予
想として pre-Evenki には含まないと考える。 
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 ŋ > n-, -g- (50, 68?, 203) 
  50. “犬” Ev ŋinakin, Or ŋanakın, ║A ninakin, M ninakin, H ninixin, Sol ninaxĩ  
  203. “3 人称代名詞主格” Ev nuŋan, ║Or nʊganın, A nugaŋ, M nugaŋ, H nugaŋ  
 
 nŋ > *ŋŋ > ŋ (5, 140)34 
5. “５” Ev tunŋa, ║Or tʊŋŋa, ║A toŋa, M toŋ, H toŋ, Sol toŋa   
 
 ŋn > nn (182) 
 182. “黒い” Ev koŋnomo, Or kɔŋnɔrın, ║A konnoriŋ, M konnoriŋ, H xonnoriŋ, (Sol xoŋnorĩ) 
 
 ŋt > nt (34, 35, 68, 161) 
 161. “深い” Ev huŋta, Or ʃuŋta, ║A sonta, M sonta, H sonto, Sol sūnta  
 
２） 鄂温克語ホイ方言とメルゲル方言にのみ見られるもの 
 ŋ > n-, -g- (22?, 29, 63, 151) 
29. “手” Ev ŋāləә, Or ŋaala, A ŋaalla, ║M naalla, H naalla, Sol nāla~nāli  








                                                      
34 この変化は、ホイ方言にのみ見られる例が多いことからも、ホイ方言が周辺言語へ影響を及ぼし
た変化という可能性がある。 
nŋ > ŋŋ~nn > ŋ~n (25, 33, 103) 






H M A Or Ev 例 
-ŋ- -ŋ- -ŋ- -ŋ- -ŋ- 6, 185 
-ŋg- -ŋ- -ŋ- -ŋ- -ŋ- 36 
n-/-g- n-/-ŋg- ŋ-/-ŋ- ŋ-/-y- ŋ 29 / 101 
-g- -g- -ŋ- -w- -ŋ- 63 
n- n- n- ŋ- ŋ- 50, 68 
n-/-g- n-/-g- n-/-g- n-/-g- ŋ 208 / 203 
n- n- n- ň- ň- 13, 20, 169 / 31  
n n n n ň 43 







ないこと、満洲語、ナーナイ語、オルチャ語で対応に ň と n の間で揺れがあること、もし ň を認
めるのならば口蓋化した bj, gj, sj も祖形に音素として認めなくてはならないこと”などを挙げ、否





 ma go olč orok oroč udh sol negd ew lam 
*ň- ň-~n- ň-~n- ň-~n- n- ň- ň- n- ň- ň- ň- 
*-ň- -ň- -ň- -ň- -n- -ň- -ň- -n- -ň- -ň- -ň- 



























  ツングース祖語   
     
･･･････  北方ツングース語  
      
 エウェン語 前エヴェンキ語 pre-Evenki 










    
  鄂温克語ﾎｲ方言  








































えば Kałużyński（1962）、Poppe（1972）、Романова et al.（1975）、池上（1989b）など）。 
                                                      
37 この根拠としてはエヴェンキ語でトナカイの乗用道具に関する言葉がモンゴル語の乗馬具と共

















同主語 併用 異主語 
①人称語尾 
不要 1 2 3 
必須 4 5 6 
任意 7 8 9 
表８  副動詞形の人称語尾と主語の相違の組合せ 
エヴェンキ語  
まず、エヴェンキ語について、Колесникова（1966）、Nedjalkov（1997）39で挙げられている
                                                      
38 この視点は Nedjalkov（1995）でも挙げられている。 








－１：同主語複文のみ可能＝A；-nA, -mnAk, -kAim, -mi 
②人称接辞を必須とする副動詞語尾  
  －１：同主語複文・異主語複文が可能＝C；-dA/vunA, -knAn, -dAlA, -ktAvA, -ŋAsi, -čAlA 











動詞形を分類すると次のように 3 つに分類される。 
①人称接辞を取らない副動詞語尾 
 －１：同主語複文・異主語複文が共に可能＝B；-ǰa3, -aad4  
 －２：同主語複文のみ可能41＝A；-xaar4, -ngxaar4  
②人称接辞を任意に取ることが出来る副動詞語尾 
－１：同主語複文・異主語複文が共に可能＝C'；-bal3, -tar3, -msaar4, -xlaar4, -haar4   
                                                      
40 語尾の右上にある数字は、母音調和、或いは子音調和による異形態の数を示す。 
エヴェンキ語：a3＝a~əә~o、ブリヤート語（モンゴル語）：a3＝a~e~o, a4＝a~e~o~ö, aa4＝aa~ee~oo~öö, 
uu2＝uu~üü、ヤクート語（トルコ語）：a4＝a~e~o~ö,  ï4 (i4)＝ï~i~u~ü, 子音調和の場合例えば ba12
＝b~p~m×a~e~o~öということを表す。 
















 －１：同主語複文のみ可能＝A； -(y)ip4, -(y)e2 –(y)e2, -(y)erek2, -mek2tense, -ce2sine 等 




 表９に見るタイプの分布は、Haspelmath（1995）で挙げられている世界の言語の converb にお
ける一般的傾向と一致していることが指摘できる。参考にそこで挙げられている表１０を下に挙
げる44。 
                                                      
42 ②－1 というタイプは人称接辞が 3 人称と再帰所有接辞に限られる。つまり、1 人称または 2 人
称の人称接辞が現れる例がない。この意味において不完全と見ることができるため、括弧を付けて
示した。例文は挙げない。 




44 この表に関しては次のように述べられている：‘It should be noted, however, that so far the 















任意 C'  
表９  副動詞形の人称接辞に関して分類したタイプ一覧 
 
 
 same-subject varying-subject different-subject 
implicit-subject converb typical   (＝A) unusual     (＝B) unusual  
explicit-subject converb unusual unusual     (＝C) typical    (＝D) 
free-subject converb unusual typical      (＝C') unusual  




explicit-subject とは人称接辞を義務的に取ること、そして free-subject とは人称接辞を任意的
に取れることを指すと解釈すると、表９で示した A, B, C/C’, D の各タイプは、各々表１０に書き
入れたように当てはまると考えられる。表１０を見ると、まず３つの typical とされるタイプに当て
はまるタイプが存在していることが分かる（A, C', D のタイプ）。また一方で、unusual とされるタイ
プに属するタイプも存在していることも確認される（B, C のタイプ）。 
                                                                                                                                                              
mainly based on impressionistic observations. Thus Table 4 represents a hypothesis that needs 
to be tested on cross-linguistic data.’(Haspelmath 1995: 11) 












 A B C C' D 
エヴェンキ語 ○  ○  ○ 
ブリヤート語 ○ ○  ○  
モンゴル語  ○  △  
ヤクート語    ○  
トルコ語 ○ ○    
















仮説① モンゴル諸語は元来 B タイプの副動詞は無く、C'タイプの副動詞を持っていたが、何
らかの理由により B タイプの副動詞を持つようになった 








































































・ 弁別的特徴である RTR が曖昧になっている点 


















語には口蓋化破裂音はなく、破擦音/tʃ~tɕ, dʒ~dʑ/がある。ロシア文字では、/tʃ~tɕ/ = ч で表記










































（１） Ičəә-rəәn    Xargi   bagdama-l-va Gagi-l-va,    məәnŋi bagdama-ja dəәgi-jəә  ō-mu-l-čan. 
  見る-PST.3SG 悪魔.NOM 白い-PL-ACCD 白鳥-PL-ACCD 自分の 白い-ACCIN 鳥-ACCIN 作る-VOL-INGR-PST.3SG 
“悪魔は白い白鳥を見て、自分の白い鳥を作りたくなった”(No.3 p.8 l.5)50 









（２） Čipa tugəәniptin-ǰi-vi        sōkat-mu-ǰəә-čə̄ә-n,       tari ǰarin   altat-təә-n 
 鼠  冬用貯え-INSTR-REFL.SG.POSS 自慢する-VOL-IMPF-PST-3SG そのため   頼む-NFUT-3SG 
 čipičkān-məә əәləәkəәs nuŋanŋi  nə̄әkčəәkit-tuk-in  aya-ja     ǰəәptiləә-jəә   ǰəәv-də̄ә-tin. 
 小鳥-ACCD  まず  彼の    貯え-ABL-3SG.POSS 良い-ACCIN 食べ物-ACCIN 食べる-CONV-3PL 
 “ねずみは冬の貯えを自慢したかったので、小鳥はまず彼自身の貯えから美味しい食べ







（３） Sindu  kəәtəә  ǰəәptiləә-jəә     bi-si-n ? 
 2SG.DAT 多い 食べ物-ACCIN  COP-PRS-3SG 
“君はたくさん食べ物を持っている？”(No.7 p.13 l.13) 
 
通常の否定文  
（４） Si       əәləәkəәc  amta-ja     əә-si-nni  til-ləә. 
 2SG.NOM  最初    味-ACCIN   NEG-PRS-2SG 分かる-CONNEG 
“君は最初は味が分からないんだよ”(No.7 p.23 l.11) 
 
否定代名詞を含む否定文  
（５） Xomōti-du činə̄ә-jəә āčin,  əә-ja-val  alba-ra-n   ō-mi. 
 熊-DAT   力-ACCIN 無い  何-ACCIN-PCLE  出来ない-NFUT-3SG  する-CONV 
“熊は力がなく、何もすることが出来なかった”(No.4 p.11 l.5) 
                                                                                                                                                              
ている。 
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不存在 (āčin)文  
（６） Alat-čəә-n,   alat-čəә-n,    Xomōti-jəә-kəә    āčin. 
 待つ-PST-3SG 待つ-PST-3SG  熊-ACCIN-PCLE  無い 




（７） Umun-əә-vəәl  ŋinakin-a ačin,  miso-ra. 
  1-ACCIN-PCLE  犬-ACCIN  無い  走り去る-NFUT.3PL 






 他動詞主語 自動詞主語 目的語 
Ⅰ型 
Basic N N A 
Ergative N A A 
Ⅱ型 
Basic N N A 
Ergative X N N 
Ⅲ型 
Basic N N A 
Ergtive N X X 
表１２ 対格言語における能格的パターンの組み合わせ 
                                                      
51 この例文の意味は、会う約束をした熊がいつまでたっても来ないという場面である。不存在という
よりも非出現の意味がとれる。 











   Whenever in a language there are two classes of noun phrases such that members 
of one  class are case-marked ergatively and members of the other class are 
case-marked accusatively, and there is a semantic difference between the classes 
related either to activeness of noun phrase referents, or their quantitative properties, or 
their pragmatic prominence, members of the class that ranks higher on these properties 












（８）  Ja  čital  žurnal. 
 私-主格 読んだ 雑誌-対格 “私は雑誌を読んだ” 
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（９） Sestra  byla  v  škole. 
妹-主格 いた …に 学校-前置格 “妹は学校にいた” 
（１０） Ja  ne  čital  žurnala. 
 私-主格 否  読んだ 雑誌-生格 “私は雑誌を読まなかった” 
（１１） Seatry  ne  bylo  v  škole. 












































①  ツングース分裂前の状態 
②  分裂後、北方ツングースはモンゴルと接触 
③  北方へ移動後、ヤクートとの接触 
   ⇒上記接触はゆるやかな長期にわたるものであった（A） 
                                                      
53 フィンランド語の部分格は-a/ä ~ -ta/tä、ロシア語の生格（sg）は M. -a, F. -i, N. -a であり、エヴェン
キ語の不定対格-ja/jǝ/jo と音形式も類似していることは指摘できる。 
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④  １７世紀のロシアによるシベリア進出以降のロシア語との接触 












































































    修飾語類： a. 形容詞  
  b. 形動詞  
  c. 序数詞  
  d. いくつかの定代名詞  
  e. 疑問・不定・否定代名詞  
  f. 名詞（定語や付語の機能を果たすとき）  
  g. 不存在名詞 ačin 分析形のとき（この場合定語が否定語の後に来る） 
 
（２） 格のみが一致するとき 
 修飾語類： a. 数詞： 例）umun, ǰur, ilan など 
  b. 集合数詞： ǰuktǝ“両方（の）” 
  c. 不定数量形容詞： 例）ｋǝｔǝ“たくさん”, ugukun/adikun/asukun“少し” など 
  d. 疑問数量詞： 例）oki, adi, asun “いくつの” 






 （３） 所有形容詞： 例） minŋi “私の”、sinŋi “お前の” など 
 （４） 指示詞： 例） ǝr “これ”, tar “それ” 






（６）  “私の犬（pl.）を”   a.  minŋi-l-vǝ  ŋinaki-r-va 
    my-PL-ACCD  dog-PL-ACCD 
  b.  minŋi-l-vǝ  ŋinaki-r-va-v 





（７） “私の家”  南・北方言  minŋi  d’u-v 
  my     house-1SG.POSS 
        東方言   bi       d’u-v 











（８） kuŋaka-r-du   kǝtǝdi-du-tin 
     child-PL-DAT  many-DAT-3PL.POSS     （Василевич 1940: 136） 
    “子供たちの大半に” 
 


















d, e, f はそれぞれ、a, b, c の変異と見なすことができる。 
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  一致の有無 主要部はどちらか 文法  
（９） “３つの家で”  a.  ilan ǰū-dū × 家 ＝連接  
 b.  ilan-dū ǰū-dū ◯ ： 格  ＝一致  
 c.  ilan-dū ǰū × ３   ？  
 d.  ilan ǰū-l-dū × 家 ⇒ a’  
 e.  ilan-dū ǰū-l-dū ◯ ： 格  ⇒ b’  










































（１０） baǰıjın taŋʊndʊn giligdi/gilisi  muuǰı  sılkım  dəәəәlbi.	    
    朝    毎に    冷たい    水で   洗う  自分の顔を 
    “私は毎朝冷たい水で顔を洗います” （風間 2002） 
 
ネギダル語の道具や手段を表す具格標示は -ǰi である。例文（１０）では形容詞 giligdi/gilisi















（１１） mii  ɲoani buuxǝni aapo-ǰi-i     xarxixambi. 
      私は  彼が  くれた   帽子で（自分の） 振った 
                      （＝帽子を） 
（１２） mii  aapon-ǰi,  ɲoani buuxǝn-ǰi-ǝ-ni,   xarxixambi. 
      私は   帽子で     彼が  くれた（の）で（その） 振った 






 風間（1994）では、結論としてナーナイ語のような遊離を条件とする一致を A タイプ、エヴェン


















例）  anŋamta ǰu  “新しい家（単数主格）” 
    anŋamtaw ǰuw  “新しい家を（単数対格）” 
    anŋamtal ǰul  “新しい家々（複数主格）” 









（１３） Pioneral,   xǝbǰǝni-l-bu    ikǝ-l-bu      ikǝni-kǝr,   ŋǝnǝ-ddǝ. 
      pioner-PL  happy-PL-ACC  song-PL-ACC  sing-CONV  go-PRS.3PL 
     “ピオネールたちは、楽しい歌を歌いながら、進んでいく” 
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（１４） Bujusǝmŋǝ-l okat    xöli-lǝ-n          kuňd-di-    ǝgdǝ-m  ňobači-w  ora-m    itči-tǝn. 
      hunter-PL    river.NOM upper-LOC-3SG.POSS run-PART-ACC big-ACC white-ACC reindeer-ACC see-PST.3PL 




















 例）57  aja bǝjǝdú 
       aja bǝjǝdúk 
       aja bǝjǝl 
（Castrén 1856）                           
                                                      








のままで修飾するという（D.O.朝克 1995: 247）。 
 
（１５） bʉ gǝrǝŋdʒiwǝl nanda   dʒaandag-ga  dʒaandagare. 
     we    all    beautiful  song-ACC   sing.PRS.1PL 




（１６） buu omon ȵamaadʒı  uluki-jǝ     bakatʃaawʊn. 
      we   one hundred    squirrel-ACC   find.PST.3PL    （胡 2001: 176） 
    “私たちは１００匹のリスを獲った” 
 
（１７） tarı kɔɔkan waa-tʃaa  kʊmaka-wa  mǝǝnduwǝl   gatʃaa. 
      that  boy   kill-PART  deer.ACC      to.themselves  get.PST.3PL （胡 2001: 183） 

































地図１  ウラル諸語の地理的分布（Marcantonio 2002 より） 
 
 
  ウラル諸語 
    
フィン・ウゴル諸語  サモエード諸語 
        










   ペルム諸語 
  ボルガ・フィン諸語 
 ラップ諸語 
  

















（１８） Asu-mme  iso-ssa  keltaise-ssa  talo-ssa.  （White 2008: 296） 
     live-PRS.1PL big-INS   yellow-INS   house-INS 
    “私たちは大きい黄色い家にすんでいる” 
 
（１９） Menin  tapaamaan  maa-lla   asu-va-a      Kaisa-täti-ä-ni.   （White 2008: 259） 
    go-PST.1SG meet-INF.ILL country-ADS live-PART-PRT  aunt.Kaisa-PRT-1SG.POSS 







                                                      
58 その他サモエード諸語では、ネネツ語の一部方言において、数の一致があるとされている






（２０） 形動詞構文            関係代名詞構文 
     kirjasto-ssa lue-ttava kirja  =  kirja,  jota        lue-taan  kirjasto-ssa 
     library-INS  read-PART book     book   REL.PRO.PRT  read-PASS  library-INS 





















（２１）  jegit-jos-ïn-ïz     nïl-jos-ïn  (Csúcs: 295) 
 young-PL-INS-3SG.POSS  girl-PL-INS 







（２２）  vaj-Ø  te,  Varuk,  njanj-te,  čjjëskïd-ës  da  pësj-ës 
 bring-IMP  2SG.NOM  VARUK  bread-2SG.POSS.ACC  tasty-ACC  and warm-ACC 






















 フィンランド語 エストニア語 
単数 主格 nuori ihminen noor inimene 
 属格 nuoren ihmisen noore inimese 
 分格 nuorta ihmistä noort inimist 
 入格 nuoreen ihmiseen nooresse inimesesse 
 内格 nuoressa ihmisessä noores inimeses 
 出格 nuoresta ihmisestä noorest inimesest 
 向格 nuorella ihmisellä noorele inimesele 
 接格 nuorelle ihmiselle noorel inimesel 
 奪格 nuorelta ihmiseltä noorelt inimeselt 
 変格 nuoreksi ihmiseksi nooreks inimeseks 
 様格 nuorena ihmisenä noore inimesena 
 到格 - noore inimeseni 
 欠格 nuoretta ihmisettä noore inimeseta 
 共格 nuorine ihminineni（pl のみ） noore inimesega 









（２３） ava-tud        aken             “開けられた窓（が）” 
     open-PART.PASS   window.NOM 
    ava-tud        akna             “開けられた窓の” 


















（２４） Min     uu-bun       ïraax-tan   da   ïraax-tan   bah-a-bïn    ee,  
  1SG.NOM 水-1SG.POSS.ACC  遠く-ABL   PCLE  遠く-ABL   汲む-PRS-1SG  PCLE 
en      bukatïn  bil-bet         sir-gitten.  （Убрятова 1976: 156） 
               2SG.NOM  全く     知る-PART.NEG   土地-2SG.POSS.ABL 





    “私はとっても遠くから水を運んで来るんだよ、お前の知らない所から。” 
 
ブリヤート語 
（２５） Aldar-ai      bar’-aad  bai-han    tülx’üür-iin’  multar-s!a-ba(-φ). (Skribnik 2003: 126) 
      アルダル-GEN  持つ-CONV  COP-PART   鍵-3SG.POSS   脱落する-PERF-PST.3SG 



























 ロシア影響下 満洲・中国影響下 
ツングース語 
（北方ツングース分岐前） 
×               ×              × 
Castrén 1856 
  ［東方言］ 










   △ 
× 






































































ツングース語 ロシア語と接触 現代のエヴェンキ語 
 




  VP-case + N-case 
 
スタイルβ  
  N-case +VP-case 

















ツングース語 ロシア語と接触 現代のエヴェンキ語 
 
VP + N-case 
スタイルα  
VP + N-case 
 
VP + N-case 
スタイルα  
  VP-case + N-case 
スタイルβ  
VP + N-case 
~ N-case + VP 
 
N-case + VP-case 
 
スタイルβ  
  N-case +VP-case 










   Most speakers of a language speak one way with friends, another on a job interview or 
presenting a report in class, another talking to small children, another with their parents, 
and so on. These “situation dialects” are called styles, or registers. 














 … style is seen as the making of conscious and unconscious choices of certain linguistic 
forms and structures in preference to others that could have been chosen but were not. 















                                                      
61 異なるスタイルの言語を、それぞれ別の言語とみるのか、それとも一つの言語とみるのかについては、
本文でも引用した Fromkin et al.（2011）に次のような言及がある：“Social situations affect the details of 
language usage, but the core grammar remains intact, with a few superficial variations that lend a 
particular flavor to the speech （筆者訳：社会的状況は言語使用の細部にわたり影響を与えるが、核心
となる文法は変わらない。いつくかの表層的変異がその発話に特有な風味を与えるだけだ）”（Fromkin 

































































 （１）   Nonon  ılan  dụndǝ-l  вi-ŋki-tin.   Ụgi-lǝ̄    вi-ŋki-n   howokī,  
         at first    three   world     COP-PST-3PL   upper-LOC  COP-PST-3SG  god 
  hǝrgi-lǝ̄    вi-ŋki-n   akīn-īn       –   hatana.   Dulgu-du   dụndǝ-dụ  
   lower-LOC   COP-PST-3SG  brother-3SG.POSS       demon     middle-DAT   world-DAT 
  howokī  hawal-čā-n,   hatana  tụgī  hawal-čā-n.  （Василевич и Алькор 1936 より） 








































 （２）  Huski  о-čа,      1937 anŋni  ge-duk-in         kaltaka-duk-in   omakta 
        against   make-PART   1937  year    second-ABL-3SG.POSS   half-ABL-3SG.POSS   new 
  ekonomikadi krizis nonovul-ča-n. Nuŋan   ǰava-ča    ňogumamat  США-vəә, 
   economical    crisis  start-PST-3SG    3SG.NOM   grasp-PART   first          USA-ACCD   
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  tar amardukin  Anglija-va,  Frantsija-va,  hadi-l-va-tin      huŋtu-l-vəә  strana-vəә. 
   that  after       England-ACCD  France-ACCD   part-PL-ACCD-3PL.POSS  other-PL-ACCD  country-PL-ACCD 
    “反対に、1937 年後半から新たな経済的危機が始まった。それはまず最初にアメリカを
とらえ、それからイギリス、フランス、その他の国々を飲み込んでいった。” 
（参考：ロシア語の原文） 
   Наоборот, начиная со второй половины 1937 года начался новый экономический кризис, 





















（３） Tički-du  guləә-l  plan-a    ačin-ǰi      o-v-ča-l,     iləә-tikin 
    T-DAT  hut-PL  plan-ACCIN  absence-INSTR   make-PASS-PART-PL  person-each 
  gəәləә-ri-ǰi-n.  ǰur  guləә-l  biraja-məәməә-du  ilit-čara, 
  want-PART-INSTR-3SG.POSS   2   hut-PL    big.river-INTS-DAT  stand-PST.3PL 
 umun – urəә   uluktama-du kaltir-du-n,      ge-l ǰapka-li,    beru-l-gači-r,  hujəәt-čəә-l. 





   Избы в Тычках выстроены без всякого плана, как кто хотел. Две избы стоят 
над самой речкой, одна – на крутом склоне горы, а остальые разбрелись по берегу, 























（４） Agi-du   gidama-l   jožik-il,   burgu-l  homoti-l  akit-ja-var 
    woods-DAT of.needles-PL hedgehog-PL fat-PL    bear-PL   bed-ACCIN-REFL.PL.POSS 
  baka-vki-l.  Umun-duk  garakan-duk  ge-la    garakan-dula  bəәrkəә-məәməә 
  find-PART-PL  one-ABL     twig-ABL     other-ALL  twig-ALL      restless-very  
  uluki   mikčan-ǰəәrəә-n. 







（５） ǰon-kallu,   avadi-l    turəә-r  prilagat’el’noje-l-ǰi gəәrbiči-vu-vki-l 
     think-IMP.2PL how.many-PL word-PL adjective-PL-INSTR   call-PASS-PART-PL 























（６） əәdu, əәvgidəә-du-n    birajakan, daran guləә-l-nun, ǰu-l-nun,  - gudəәj-ko! –  ilitča-ŋki-tin 
     here this.side-DAT-3SG.POSS river      next.to hut-PL-COM  house-PL-COM beautiful-VOC  stand-PST-3PL 
   mujəә-l-ǰi-vəәr           ňaŋňa-va  turu-čǝ-ǰǝnǝ-l    ǰagda-l.  tala,   bargida-du-n, 
   summit-PL-INSTR-REFL.PL.POSS  sky-ACCD   support-IMPF-CONV-PL pine.tree-PL over.there other.side-DAT-3SG.POSS 
   tǝŋkǝ-du – čalbaka-r.  Ičǝt-čǝŋǝ-s  – asatka-r-ŋǝčin ilitča-ǰaŋa-tin.  gudǝjǝ, gudǝjǝ.  
   hill.bank-DAT  birch.tree-PL  see-FUT-2SG     girl-PL-like     stand-FUT-3PL    beautiful beautiful  
   ǝvi-li-mčǝ   pǝŋkikijǝvun – umnǝt horoli-li-mča-l   johorjǝ-vǝ. čutumaka-r tǝtigǝ-l-tin, 
   play-INGR-COND  mouth.harp      once   round-INGR-COND-PL dance-ACCD  blue-PL      cloth-PL-3PL.POSS 
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   bagdamaka-r halga-r-tin! 






（７） ǝlǝ bǝjǝ o-na,      sagdal-mi,    eǰana-val alba-l-ča-v       bi-ǰǝ-mi    huŋtu-l-du 
   only man  become-CONV become.old-CONV whatever   cannot-INGR-PST-1SG  COP-IMPF-CONV other-PL-DAT 
 gulǝsǝg-il-du. ǝmugdǝ-v  amaski  ičǝč-il-čǝ-n.  tolkič-il-ča-v  oro-r-vo,  birajača-r-vǝ,  amut-va,  
 village-PL-DAT heart-1SG.POSS backward look-INGR-PST-3SG dream-INGR-PST-1SG reindeer-PL-ACCD river-PL-ACCD  lake-ACCD 
 čipiča-l-vǝ, eǰana-val ičǝ-vu-l-čǝ-tin      guluvu-r, saŋňa-ǰa-na-l,    minǝ  ori-ǰǝ-nǝ-l,  
 bird-PL-ACCD  whatever  watch-PASS-INGR-PST-3PL bonfire-PL  smoke-IMPF-CONV-PL 1SG.ACC call-IMPF-CONV-PL 
 doldi-vu-l-ča-tin   holokto-l ikǝ-r,  tamnaksa-ŋačin-duk  ju-l-čǝ-tin      omŋo-v-čǝ-l 
 hear-PASS-INGR-PST-3PL old-PL     song-PL  fog-like-ABL           appear-INGR-PST-3PL forget-PASS-PART-PL 
 ilǝ-l   dǝrǝ-l-tin,   taduk-da  til-il-čǝ-v   –     gorovo  huŋtu-l-duli  dunnǝ-l-duli  
 man-PL  face-PL-3PL.POSS and-INTS  understand-INGR-PST-1SG  long     other-PL-PROL   land-PL-PROL 
 girku-ča-s-im,    dunnǝ-kǝn-mi    baldiǰak-iv      minǝ   ori-l-lǝ-n. 



















 （８）  Kuŋaka-r-du  so   aja-v-rǝ          targači-r  ǝvidi arčmka-l,     urunča-na-l 
       child-PL-DAT   very  like-PASS-NFUT.3PL  such-PL   recreation meeting-PL  be.glad-CONV-PL 
   nuŋartin  mata-l-vǝ     arča-ra,      ajat  nuŋar-va-tin   sa-nǝ-l, 
    3PL.NOM  guest-PL-ACCD  meet-NFUT.3PL  well  3PL.ACC        know-CONV-PL 
   ǝmǝ-ri-vǝ-tin          urunmat mǝdǝv-rǝ-n,  upkat  simula   tǝgǝt-nǝ-l   ajat  dolčat-na-l. 
    come-PART-ACCD-3PL.POSS gladly    talk-NFUT-3SG  all     silently  sit-CONV-PL  well  listen-CONV-PL 



























 エヴェンキ語と類型論的に類似するアルタイ諸語は、基本語順として SOV をとっていること
はよく知られている。また、その中でも比較的語順が自由とされるエヴェンキ語ではあるが、基









 動詞文末 動詞非文末 
物語・フォークロア体 16 19 
ロシア語翻訳体 10 6 
教科書体 13 0 
近代エヴェンキ語体 12 10 
現代エヴェンキ語体 0 17 
表２   動詞の文における位置 
 























 形容詞＋名詞 名詞＋形容詞 
物語・フォークロア体 1 0 
ロシア語翻訳体 11 0 
教科書体 9 0 
近代エヴェンキ語体 5 0 
現代エヴェンキ語体 7 0 






















（２６） Красные,  голубые,   жёлтые    поднимаются к небу     скалистые   вершины. 
      red.PL.NOM blue.PL.NOM yellow.PL.NOM go.up.PRS.3PL to sky.SG.DAT rocky.PL.NOM top.PL.NOM 















































（２７）  ǝņīn-īn       anŋạt-tä-n    ụmụkǝn  dolbonī-wa,  ǝmǝ-ḑiŋạ-dụ-n  
       mother-3SG.POSS stay-NFUT-3SG  alone     night-ACCD   come-PART-DAT-3SG.POSS 
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  inǝŋī-dụ-n        alāt-cinạ.    (Василевич 1936) 
   day-DAT-3SG.POSS   wait-CONV 

















（２８） ……. spasibo,   əәməәvu-nni    minəә   baldiǰak-tula-v,  
             thank.you  bring-NFUT.2SG 1SG.ACC  birth.place-ALL-1SG.POSS 
     aglan-dula, duku-čav-ǰa-ri-la       pasporta-du-v.    （Немтушкин） 
      field-ALL   write-PASS-IMPF-PART-ALL passport-DAT-1SG.POSS 

















（２９） Tar guləәkəәn-du,  agi   ǰapka-maju-du-n     ilit-ča-ri-du        sagdi bəәjumimni 
       that  hut-DAT    woods edge-INTS-DAT-3SG.POSS stand-IMPF-PART-DAT  old  hunter 
   Emelja hulukukəәn-nun hutəә-nun-mi        Grishutkan-nun   bi-ǰəә-čəә-n. 
   Emelja  small-COM     son-COM-REFL.SG.POSS  Grishutka-COM    COP-IMPF-PST-3SG 
“森の端にたつそのあばら屋には、年老いた猟師のエメリャが、まだ小さい孫のグリシュトカと







                                                      
64 ロシア語の原文は次の通りである： В той избушке, которая стоит у самого леса, 





















（３０）  Ekonomikadi  krizis,  nonovul-ča  kapitalistti-l-du  strana-l-du  
  economic.NOM  crisis.NOM begin-PART.NOM  capitalistic-PL-DAT  country-PL-DAT  
1929 anŋani  ge-du-n  kaltaka-du-n,  1933 anŋani  mudama-kla-n 
1929 year.NOM second-DAT-3SG.POSS half-DAT-3SG.POSS 1933  year.NOM  end-LOCALL-3SG.POSS 








  go-IMPF-PST-3SG 
   （ロシア語原文） 
     Ekonomicheskij  krizis,      nachavshijsja             v  kapitalisticheskikh 
      economic.M.SG.NOM crisis.M.SG.NOM begin.PART.ACT.PST.M.SG.NOM  in  capitalistic.F.PL.PRPOS 
     stranakh    vo vtoroj    polovine       1929  goda, 
     country.F.PL.PRPOS in second.F.SG.PRPOS  half.F.SG.PRPOS  1929  year.M.SG.GEN 
    prodolzhalsja  do  konca  1933  goda. 
     last.PST.M.SG   till  end.M.SG.GEN 1933  year.M.SG.GEN 







（３１） ƏӘr tablica-duk  ičǝv-ǰǝrǝ-n,  Sovetti Sojuz  ǝr  ǝlǝ  ǝmykin  mir-du 
this table-ABL  show-PRS-3SG  Soviet  Union this only  unique.NOM  world-DAT 
strana,  ǝ-si  	  sa-rǝ 	 	     krizis-il-vǝ,  nuŋanŋin promyshlennosti-n 
country.NOM NEG-PART.NOM know-CONNEG  crisis-PL-ACCD  his     industry-3SG.POSS 
okin-da  ugiski,  ugiski  	 ugiriv-ǰǝ-ri-vǝ-n. 





  Iz  etoj   tablicy  vidno,  chto  Sovetskij  Sojuz 
 from this.F.SG.GEN table.F.SG.GEN obvious  that  Soviet.M.SG.NOM union.M.SG.NOM 
  javljaetsja  edinstvennoj  stranoj  v  mire,   kotoraja1 
be.PRS.3SG  unique.F.SG.INSTR country.F.SG.INSTR  in  world.M.SG.PRPOS  REL.F.SG.NOM 
ne znaet  krizisov  i  promyshlennost'  kotoroj2 
not know.PRS.3SG   crisis.M.PL.GEN  and  industry.F.SG.NOM  REL.F.SG.GEN 
vsjo  vremja  id'ot  vverkh. 










（３２）  ƏӘr  taŋu-l   hadi-tin(b)       promyshlennostʲ krizis-vəә-n(a)       amaskipti-l-du 
       this number-PL part.NOM-3PL.POSS  industry.NOM    crisis-ACCD-3SG.POSS  last-PL-DAT 
  tunŋa-du  anŋani-l-du  bi-čǝ-vǝ(a)       kapitalistti-l-du    strana-l-du 
  five-DAT   year-PL-DAT   COP-PART-ACCD   capitalistic-PL-DAT   country-PL-DAT 
  taduk  СССР-du   promyshlennaj-va  ugirivri-vǝ-n         ičǝvkǝn-ǰǝri-l.(b)  




    Vot  nekotorye  cifrovie  dannye,  illjustrirujushchie 
   here_is some.PL.NOM numerical.PL.NOM data.PL.NOM  illustrate.PART.ACT.PRS.PL.NOM 
  krizisnoe  polozhenie   promyshlennosti  kapitalisticheskikh   stran 
 crisis(adj).N.SG.ACC  situation.N.SG.ACC  industry.F.SG.GEN  capitalistic.F.PL.GEN    country.F.PL.GEN 
  za  poslednie  pjat'    let        i    dvizhenie         promyshlennogo 
    for  last.PL.ACC  five.ACC year.PL.GEN and  movement.N.SG.ACC  industrial.M.SG.GEN 
 pod''joma    v  CCCP. 










(３２)’ Here is the numerical data 
                        ↑[which shows the crisis … and the growth …] 












（３３） ƏӘr tablica-duk  časki  ičǝv-ǰǝrǝ-n,  Italija-du,  Japonija-du,  Germanija-duk  unǝtmǝrit  
	 	 	 this table-ABL  further  show-PRS-3SG  Italia-DAT  Japan-DAT  Germany-ABL  earlier  
voennaj     ekonomika    ǰugu-klǝ-n            tǝgǝdi-vǝ    khozjajstvo-var 
  military.NOM  economy.NOM  direction-LOCALL-3SG.POSS national-ACCD economy-REFL.PL.POSS 
ŋǝnǝv-čǝ-l-du,   1938  anŋani-du  promyshlennost'  ŋǝnǝ-n       hǝrgiski   suru-čǝ-vǝ-n. 
move-PART-PL-DAT 1938   year-DAT   industry.NOM       move-NFUT.3SG downwards  go-PART-ACCD-3SG.POSS 
 
ロシア語原文 
   Iz    etoj      tablicy       vidno,   dal'she,  chto  v  Italii 
  from  this.F.SG.GEN  table.F.SG.GEN  obvious   further    that  in  Italy.F.PRPOS 
   i    Japonii,      kotorye     ran'she   Germanii  pereveli       svojo 
   and  Japan.F.PRPOS   REL.PL.NOM  earlier    Germany.F.GEN  convert.PST.PL   own.N.SG.ACC 
  narodnoe  khozjajstvo       na   rel'sy        voennoj        ekonomiki, 
   national.N.SG.ACC  economy.N.SG.ACC  onto  rail.M.PL.ACC   military.F.SG.GEN  economy.F.SG.GEN 
  uzhe   nachalsja       v  1938  godu         period          dvizhenija 
   already  begin.PST.M.SG   in  1938  year.M.SG.PRPOS  period.M.SG.NOM   movement.N.SG.GEN 
  promyshlennosti  vniz. 










（３４）  Huski  о-čа,      1937  anŋni     ge-duk-in          kaltaka-duk-in   omakta 
       against  make-PART  1937   year.NOM  second-ABL-3SG.POSS  half-ABL-3SG.POSS  new 
  ekonomikadi   krizis     nonovul-ča-n.  Nuŋan   ǰava-ča    ňogumamat  США-vəә, 
  economical.NOM  crisis.NOM  start-PST-3SG   3SG.NOM  grasp-PART  first         USA-ACCD 
  tar amardukin Anglija-va,    Frantsija-va,  hadi-l-va-tin         huŋtu-l-vəә   strana-vəә. 
  that after      England-ACCD  France-ACCD   part-PL-ACCD-3PL.POSS  other-PL-ACCD  country-PL-ACCD 
    “反対に、1937 年後半から新たな経済的危機が始まった。それはまず最初にアメリカを
とらえ、それからイギリス、フランス、その他の国々を飲み込んでいった。” 
    （ロシア語原文） 
Naoborot,    načinaja  so  vtoroj        poloviny  1937  goda 
on_the_contrary start.CONV from second.F.SG.GEN half.F.SG.GEN 1937 year.M.SG.GEN 
načals'a    novyj       ekonomičeskij    krizis,       zakhvativshij 
start.PST.M.SG new.M.SG.NOM economic.M.SG.NOM crisis.M.SG.NOM seize.PART.ACT.M.SG.NOM  
prezhd'e vsego США, a   vsl'ed za nimi   –  Angliju,       Frantsiju  
first_of_all     USA  and following them(=USA) England.F.SG.ACC France.F.SG.ACC  
i   r'ad          drugikh    stran. 
































（３５）  ƏӘvǝnkija-du  ajat  ǰonča-ǰara       ilǝl-vǝ      ŋi      prokuratura-du  haval-ča-n 
      Evenkiya-DAT  well  remember-PRS.3PL  people-ACCD who.NOM  prosecution-DAT  work-PST-3SG 
    dunnǝ-vǝ  hava-t-vǝr              uvir-ǰǝnǝ-l.    (ЭЖ 2013, No.9) 
     country-ACCD  work-INSTR-REFL.PL.POSS    raise-CONV-PL 
  'In Evenkiya they remember well about those who worked in the prosecution and 
supported the country by their work.' 
     “エヴェンキヤでは、検察に貢献し、その仕事ぶりで国家を支えた人々のことがよく記
憶されている。” 
 



























（３６） a. …N  [           VP ]modifier  Nmodified … 
 
 b. …N   [  … VP …]modifier   N … 
 VP はどちらの N を修飾しているのか？ 
               ?            ? 

































Прилагательноел существительноелнун падежту, тадук тангуду уилдывувкил. 
「形容詞は名詞と格と数で一致する」 
 
 また、Лебедева et al.（1985）は言語教育の教師のための教科書であるが、エヴェンキ語の統
                                                      
66 Булатова, Н. Я., З. И. Ковалева, А. Т. Лапуко и Л. Г. Осипова 2001 Эвэды турэн 5, 5-е изд., 




























































       一致なし 
        ↓  
ロシア語との接触（17c~） 
     （フォークロア体）     （ロシア語翻訳体） 
                   
↓              ↓ 
                                      語順自由  
（1930 年代以降） 
現代のエヴェンキ語 
      
       （全てのスタイルにおいて） 
        一致あり 
















 一致なし  一致なし 
























































ロシア語         
ロシア語翻訳体         
現代エヴェンキ語体         
教科書体         
近代エヴェンキ語体         
フォークロア体         










































連接 一致 形容詞＋名詞 
連接 副詞＋形容詞・動詞 
反映 定動詞類述語 反映 






















れる（Fabb 2001）。例えば、ロシア語（Rus.）の tikhij “静かな”という形容詞を見てみよう： 
 
（１）  Rus.  a.  tikhaja  muzyka  “静かな音楽” 
           静かな  音楽 
  b.  tikhij   okean  “太平洋” 
              静かな  海洋 













 ①  派生と複合  
 従来、エヴェンキ語の語形成は主に派生接辞によるものが一般的で、複合という語形成手
段は存在しないとされてきた（Василевич 1940: 75, Nedjalkov 1997:8568, Болдырев 2007: 65）。
例えば、（2a）では名詞 ulguki に名詞派生接辞である-ksa がつくことで、新たな名詞が作られて
いる。また、（2b）では、名詞 ǰolo に形容詞派生接辞である-mo が付き、名詞 ǝlla を修飾する




(2)  Ev.  a. ulguki-ksa “リスの毛皮” b. ǰolo-mo  ǝlla “石炭” 
                  リス-SUFF                        石-SUFF   炭 
(3)  Sakh.  a. taas čokh “石炭”    b. sarɯɯ  kɯnat “コウモリ”  
               石  炭                   なめし皮 翼   （Убрятова и другие. 1982: 116） 
(4)  Mong.  a. šar    šuvuu “フクロウ”   b. deed suruguul’ “大学”   
               黄色い 鳥                上   学校              （Kullmann 1996: 58） 
 








                                                      




        一致                       相応 
(5) Ev.  a. hegdi-du  gulǝ-du  ‘大きな家で’  b. amaka  abdun-ma-n   ‘熊の巣穴を’ 





(6) Sakh.  a. ulaxan žie-ni  ‘大きい家を’    b. ɯŋɯr  at-ta   ‘乗用馬を’ 











 “Mǝnŋi Turǝn” prazdnik tirgani-va  kǝtǝ  avaditikin (7)Rossijaŋi tǝgǝ-l-in        samǝlki-ǰara.  
   我らの 言葉    祝日  日-ACCD.   多い  様々な     ロシアの  民族-PL-3SG.POSS 祝う-PRS.3PL  
                                                      
69 http://www.evenkya.ru	 “Эвенкийская Жизнь” 
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…. Turuŋi  (8)dulugu  tatkit-internat-il-du   taduk (9)kuŋakadi gulǝ-l-du  (10)Turuŋi   kraevedčeskaj 
    トゥルの   中間の  学校-寄宿学校-PL-DAT そして 子供の   家-PL-DAT      トゥルの   地域学の  
muzej-duk  havamni-l-in      alagumni-l-nun  taduk vospitatjel-il-nun ymnǝ  itiga-na-l.  
博物館-ABL 労働者-PL-3SG.POSS  教師-PL-COM     そして 保育員-PL-COM  一緒に 準備して-CONV-PL 





の名詞が前置され（連接）、後ろにくる名詞を修飾している。（９）の kuŋakadi は名詞 kuŋakan





















(11)  a.  Turu-ŋi   nono-pti  tatkit-internat-tu  “トゥルの初等学校で” 
           トゥル-ADJ 始め-ADJ   学校-DAT 
 b.  hǝgdi   klassi-l-du  “高学年のクラスで” 
         大きい  クラス-PL-DAT 
 c.  ǝvǝdi      turǝn-di “エヴェンキ語で”、  ǝvǝdi     kul’tura-va “エヴェンキの文化を” 
            エヴェンキの 言葉-INSTR                     エヴェンキの 文化-ACCD 
 d.  huŋtu turǝ-r-vǝ  “他の言語を” 
            他の  言葉-PL-ACCD 
これらのうち例えば（１１b）にある形容詞 hǝgdi が普通の形容詞として使われていると考えられ
る次のような例（１２）では一致が見られる。 
(12)  hǝgdi-l-vǝ    ǰagda-l-va    “大きなマツを” 
      大きい-PL-ACCD マツ-PL-ACCD 











(13)  ǝvǝdi-l-vǝ      nimŋaka-r-vǝ-kǝ  su      sa-rǝs?  
       エヴェンキの-ACC 話-PL-ACC-PCL      2PL.NOM  知る-PRS.2PL 
                       “エヴェンキのお話をあなたたちは知ってますか？” 
 
(14)  ǝvǝnki-l (…)  in-ǰǝrǝ      hǝrǝkǝ-l-du-dǝ   dunnǝ-l-du…  
       エヴェンキ-PL   住む-PRS.3PL  他の-PL-DAT-PCL   土地-PL-DAT 








(15)  a.  Turu-ŋi   nono-pti    tatkit-internat-tu “トゥルの初等学校で” ＝（11a） 
           トゥル-ADJ  始め-ADJ     学校-DAT 
 b. gosudarstvennaj  alagu-di  institut-tu “国立教育大学で” 
            国立の（< Rus.）     教え-ADJ   学校-DAT 
 c. ge-lǝ    ǝvi-di    konkursa-la  “他のゲームのコンクールにおいて” 
            他の-ALL  遊び-ADJ  コンクール-ALL 
                                                      






(16)  a.  tavu-mni-l  nimŋaka-r-va, ulgu-r-vǝ,    ikǝ-r-vǝ,     fol’klor-va  
            集める-人-PL  話-PL-ACCD     物語-PL-ACCD 歌謡-PL-ACCD フォークロア-ACCD 
                              “民話、物語、歌謡、フォークロアを集める者たち” 
   b.  so    savka-l    oro-r-vo        karavuči-mni-l  
            とても  有名な-PL   トナカイ-PL-ACCD   見張る-人-PL 





(17) a. ƏӘvenkija    ilǝl-vǝ-n         “エヴェンキヤの人々を” 
          エヴェンキヤ 人々-ACCD-3SG.POSS 
 b. professija gǝrbi-l-vǝ-n         “職業の名称を” 
          職業    名前-PL-ACCD-3SG.POSS 
 





















































         （B）現代のエヴェンキ語における語の結合方法 
結合の種類 
結合の度合い 
     弱  ←    →  強 
形容詞＋名詞 一致  連接（複合語） 
















































































































付録 １   基本語彙の音声表記一覧  
 
  語彙   音声表記 辞書形式 
001  頭  de̙l дэл(-ва) 
002  髪  ɲuːɾikte нюриктэ 
003  額  ɔmχɔtɔ омкото 
004  目  eːsa, eːxa э̄са, э̄ха 
005  耳  seːn се̄н 
006  鼻 ɔŋɔktɔ онгокто 
007  口  amŋa амнга 
008  歯  i̙ːkte̙ иктэ 
009  手  ŋaːla нга̄лэ 
010  指  uɲakan уняка̄н 
011  足  halɡan халган 
012  皮膚  nanna нанна 
013  血  sɐ̙kse̙, sə̙әːxə̙ә сэ̄ксэ 
014  骨  ɡɛramna гирамна 
015  肉  u̙llə̙ә уллэ 
016  体  i̙llə̙ә иллэ 
017  病  a̙ɲu̙ːmu̙k энӯмук 
018  薬  bə̙әɡə̙ә бэгэ̄ 
019  塩  tuːrka турукэ 
020  油  jumuːɾan  
021  酒  aɾakiː аракӣ 
022  タバコ  （tabak＜rus.）   
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023  食べ物  dʑevɡaː девгэ̄ 
024  卵  umŭkta умукта 
025  鳥  də̙әɡi̙ дэги 
026  刀   
027  糸  tomqo томко 
028  服  tə̙әti̙ тэты 
029  紙  （bumaːɡəә＜rus.）  
030  もの  i̙də̙әɡə̙ә идэгэ̄ 
031  魚  ɔllɔ олло 
032  犬  ŋinaki нгигакин 
033  家  dʑuː дю̄(-ва) 
034  金  məәŋun мэнгун 
035  木  moː мо̄ 
036  草  tɕuːka чӯка 
037  葉  avdanna авданна 
038  花  ilaɡa илага 
039  道  xɔktɔ хокто 
040  川  biɾa бира 
041  山  u̙ɾa̙ урэ 
042  水  muː мӯ(-вэ) 
043  石  dʑoˑlo дёло 
044  土  tokala тукала 
045  火  toɣo того 
046  風  ə̯әdin эдын 
047  雲  tuksu тӯксу 
048  雨  ti̙ɡdə̙ә тыгдэ 
049  空  ɲaŋɲæ нянгня 
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050  太陽  delatɕaː, sʲɡun, juːltəәn дэлача̄, сигун, юлтэн 
051  月  beːɡa бе̄га 
052  星  oɕikta о̄сӣкта 
053  日  i̙na̙ŋi̙, karɡa(ɲiː)   инэнги, тирганӣ 
054  月 ＝051  
055  年  aŋɡaɲiː аннганӣ 
056  朝  tə̙әɡə̙әltə̙әnə̙ә тэгэлтэнэ 
057  昼 ＝053  
058  夜  sʲiksəә, dɔlbɔltɔnɔ, aːxeltana сиксэ, долболтоно, а̄хилтана 
059  昨日  ti̙ːɲivəә ты̄нивэ 
060  明日  təәmiː тэ̄ми 
061  今日  inaŋuman инэнгмэ̄н 
062  今  ə̙̆әxi̙tkəәn эхӣткэ̄н 
063  いつ  oːkin о̄кин 
064  時間  xə̙әr  
065   １  umun умӯн(-вэ) 
066   ２  dʑuːr дю̄р(-вэ) 
067   ３  ilan илан 
068   ４  digi дыгын 
069   ５  tuŋɡa туннга 
070   ６  ɲuŋun нюнгун(-мэ) 
071   ７  nadan надан 
072   ８  dʑapkun дяпкун 
073   ９  jeɡin егин 
074   １０  dʑaːn дя̄н 
075  いくつ  adi ады̄ 
076  夫  ə̙әdi̙ эды̄ 
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077  妻  axi ахӣ, асӣ 
078  父  amin амӣн 
079  母  ə̙әni̙n энӣн 
080  息子  omolɡi омолгӣ 
081  娘  xonat хуна̄т 
082  兄  akin акӣн 
083  姉  ə̙әki̙n экӣн 
084  弟・妹  nə̙әku̙n нэкӯн 
085  友  ɡi̙rki гиркӣ(-вэ) 
086  男  bə̙әje бэе 
087  女 ＝077  
088  名前  ɡa̙rbi гэрбӣ 
089  声  dilɡan  
090  音  i̙nɲu инни 
091  言葉  tuːra турэ̄н 
092  心・心臓  mʲeːlan ме̄ван 
093  神  sə̙әvə̙әki сэвэкӣ 
094  左  dʑeɡinŋu дегиннгӯ 
095  右  aːnŋu аннгӯ 
096  前  dʑulaski дюлэ̄ски 
097  後ろ  amaski амаскӣ 
098  中  doːɡu до̄гӯ 
099  外  turɡu  
100  上  ɔjɔɡu оёгӯ 
101  下  xə̙әɾə̙ә хэрэ 
102  見る  itɕetmi ичэтмӣ 
103  聞く  doːltɕatmi до̄лчатмӣ 
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104  言う  ɡunmi гӯнмӣ 
105  歌う  xaːɡaˑmi хага̄мӣ 
106  話す  uktɕaːmatmi   
107  笑う  i̙ɲe̙mi инемӣ 
108  泣く  sɔːmi сонгомӣ 
109  怒る  tə̙әko̙ːlmi, sæːndemi, xeːndemi хе̄ндымӣ 
110  驚く  soːxiˑmi сохемӣ 
111  打つ  iktə̙әmi иктэмӣ 
112  押す  tə̙әrmi  
113  待つ  dʑav̞ami дявамӣ 
114  殺す  v̞aːmi ва̄мӣ 
115  着る  tə̙әtmi тэтмӣ 
116  読む  taŋmi тангмӣ 
117  切る  dʑiɡmi дигмӣ 
118  作る  akoːmi  
119  開ける  ɲiːmi нӣмӣ 
120  閉める  tasmi, sommi   со̄мӣ 
121  住む  biɡimi, i̙mmi  бидемӣ, инмӣ 
122  数える ＝116 
123  生む  baldemi балды̄мӣ 
124  生まれる  baldevmi  балды̄вмӣ 
125  死ぬ  bu̙mi бумӣ 
126  会う  altɕami, balaldami   алчамӣ, бакалды̄мӣ 
127  置く  naːmi  
128  出る  juːmi ю̄мӣ 
129  入る  ɡerkomi геркумӣ 
130  来る  ə̙әməәmi эмэмӣ 
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131  行く  ŋə̙әnə̙әmi нгэнэмӣ 
132  与える  buːmi бӯмӣ 
133  する  oːmi о̄мӣ 
134  思う  dʑeldaːmi  
135  知る  saːmi са̄мӣ 
136  ある  bimi бимӣ 
137  大きい  xə̙әɡdi̙ хэгды 
138  小さい  oːxa о̄ха̄ 
139  強い  ə̙әɡə̙әxi̙ энгэхӣ 
140  弱い  jumbu юмбу 
141  遠い  ɡoɾo горо 
142  近い  daga дага 
143  熱い  xə̙әku̙ːxi хэкухӣ 
144  寒い  xeːmoɾi, i̙ŋi̙ni̙   хе̄мур, ингин  
145  新しい  oːmakta о̄макта 
146  古い  ɡoɾoptɨ горопты 
147  多い  kə̙әtə̙ә кэтэ 
148  少ない  oɡoːkun угӯкӯн 
149  光  ŋə̙әːɾi нгэ̄рӣ 
150  白い  baɡdama багдама 
151  黒い  koŋnomo конгномо 
152  赤い  xulama хулама 
153  色  i̙tɕe̙da  
154  良い  aja ая 
155  悪い  ə̙әɾu̙ эрӯ 
156  同じ  tarɡatɕintɨ таргачин 
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付録  ２  エヴェンキ語方言間基礎語彙対応表  
 
 ソロン語 鄂温克語ホイ方言 鄂温克語メルゲル方言 鄂温克語オルグヤ方言 鄂倫春語 シベリア・エヴェンキ語 
(1) 数詞      
1.“１” e̬mɯ̃ əәmʉŋ əәmuŋ əәmʉŋ omon umun 
2.“２” ǯ́ɯ̄r dʒʉʉr dzuur dʒʉʉr dʒuur ǰūr 
3.“３” ilã ilaŋ ilaŋ elaŋ ılan ilan 
4.“４” digĩ digiŋ digiŋ digiŋ dijin digin 
5.“５” toŋa toŋ toŋ toŋa tʊŋŋa tunŋa 
6.“６” ńɯŋɯ̃ niŋʉŋ nuŋuŋ niʉŋʉŋ ńuŋun ňuŋun 
7.“７” nadã nadan nadan nadan nadan nadan 
8.“８” ǯ́akkũ dʒaxoŋ dzabkoŋ dʒabkoŋ dʒapkʊn ǰapkun 
9.“９” je̬gĩ jəәgiŋ jəәgiŋ jəәgiŋ~jəәjiŋ jəәjin yəәgin 
10.“10” ǯ́āã dʒaaŋ dzaan dʒaan dʒaan ǰān 
 
(2) 身体名称 
     
12.頭 dil~dili~dėli dela deli dele dılı dəәl 
13.髪 nɯ̄rikte̬~nɯ̄ritte̬ nʉʉttʉ nuurigtəә niʉrigtəә ňuriktəә ňuriktəә 
 190 
 ソロン語 鄂温克語ホイ方言 鄂温克語メルゲル方言 鄂温克語オルグヤ方言 鄂倫春語 シベリア・エヴェンキ語 
14.額 maŋil~maŋila maŋgil omkoto omokot dəәrəә omkoto 
15.顔 de̬re̬l, m’ēta dəәrəәl dəәrəәl dəәrəә  dəәrəә, bādəә 





samitta sarmigta saramigta ʃarmʊkta sarimikta 
18.頬 ančã aŋtʃin antsan aŋtʃan antʃan ančan 




namatti namugta inamugta ńamʊkta iňamukta~inamukta 
21.耳 š́ēẽ ʃeen ʃiin ʃeen ʃɛɛn syēn 
22.鼻 nēnča neeŋtʃi onogto oŋogto ɔŋɔktɔ oŋokto 
23.口 amma amma amŋa amuŋa~amŋa amŋa amŋa 
24.唇 e̬mme̬ omoŋ əәmun xəәmʉŋ əәmun həәmun 
25.舌 iŋi iŋi inni inni iŋŋi inni~ilŋi~inŋi 
26.歯 ītte̬ iittəә iigtəә iigtəә iktəә iktəә 
27.首 nixama~nixima nixam nikimna nikimna nıkımna nikimna 
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 ソロン語 鄂温克語ホイ方言 鄂温克語メルゲル方言 鄂温克語オルグヤ方言 鄂倫春語 シベリア・エヴェンキ語 
28.肩 mīre̬~mīri miir miir miir miirəә mirəә 
29.手 nāla~nāli naalla naalla ŋaalla ŋaala ŋāləә 
30.掌 algã aŋŋa aliga xanŋan aŋŋa hanŋa 
31.指 unaxāã unuxuŋ onakaŋ onekatʃan ʊńakan uňakān 
32.足 be̬ldīr bəәldiir bəәgdiil xagdixi algan halgan 
33.膝 e̬ŋe̬ ̃ əәŋəәŋ əәnnəәn xəәnŋəәn əәŋŋəәn həәnŋəәn 
34.かかと     (əәŋt’əә) ŋiŋti 
35.背中 darama sogdondo sogdondo kəәntirəә arkan kəәŋtirəә 




gʉdʉg gudig ʉr gudəәgəә ur 
38.皮膚 nanda nanda nanda illəә nana nanna 
39.血 sē̬kče̬~sē̬tče̬ səәəәtʃtʃi səәəәgsəә saaxa ʃɛɛkʃəә sə̄әksəә 
40.骨 giranda giranda giramda giramna gıramna giramna 
41.肉 ɯlde̬~ɯldi ʉldʉ uldəә ʉlləә (uləә) ulləә 
42.体  bəәj bəәjəә bəәjəә bəәjəә illəә 
43.病 e̬ne̬xɯ̄ əәnʉxʉ əәnuku əәnʉkʉ əәnuku (aňūmuk) 
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 ソロン語 鄂温克語ホイ方言 鄂温克語メルゲル方言 鄂温克語オルグヤ方言 鄂倫春語 シベリア・エヴェンキ語 
44.薬 dōõ əәəәŋ əәəә∓ bəәgəә əәəәm bəәgə̄ә 
       
(3) 動植物      
45.魚 oxsōõ oxsoŋ oldo ollo ɔlɔ ollo 
46.魚の卵     tiʃəә tihəә 
47.鳥 de̬gī dəәgi dəәgi/ʃiibkan tʃibkatʃan dəәji dəәgi 
48.卵 umatta~umurta umutta omogto omogta ʊmʊkta umukta 
49.乳 ɯxɯ̃ ʉxʉŋ ukuŋ ʉkʉŋ (uxun) ukumnī 
50.犬 ninaxĩ ninixin ninakin ninakin ŋanakın ŋinakin 
51.馬 morĩ moriŋ morin morin mʊrın murin 
52.牛 ɯne̬ge̬~̃ɯnige̬ ̃ ʉxʉr xukur/ukur xʉkʉr ukur hukur 




tooli toole tuuxaki (t’uxʃaxi) tuksakī~tuhakī 
55.鼠 aš́ixsāã aʃitʃtʃaŋ xologna tʃiŋirikan (əәnixəәəәn) siŋəәrə̄әkə̄әn 
56.リス ɯlɯxi (əәluxi)   (ulixi) ulukī 
57.ﾄﾅｶｲ  (bʊg)   (k’umaxaa) oron 
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 ソロン語 鄂温克語ホイ方言 鄂温克語メルゲル方言 鄂温克語オルグヤ方言 鄂倫春語 シベリア・エヴェンキ語 
58.角 īje̬ iigi~iigəә iijəә iijəә (jejəә) ijəә 
59.尾 irgi~iggi iggi irgi irgəә~irgi (irki) irgi 
60.爪 uš́ikta uʃitta uʃigta oxegta  osīkta 
61.巣 ɯ̄wī~ɯ̄bī ʉʉge uur tʃaapa  umuk 
62.金 altã altan altan soolota altan altan, золото 
63.銀 me̬gɯ̃ mʉgʉŋ məәgun məәŋʉn mowon məәŋun 
64.木 mō moo moo moo mɔɔ mō 
65.草 
nogō ~ noɣō 
~ orōkto 
orootto oroogto oroogto tʃʊʊka čūka 
66.葉 natič́i latʃtʃi/natʃtʃi nabtsi abdanna naptʃı avdanna 
67.花 ilgā igga tsəәtsəәg onio ılga ilaga 
68.根 dagasã niintəә undus niintəә (mɔɔt’əәxəәn) ŋiŋtəә 
 
(4) 自然 
     
69.道 tɯrgȫ təәggʉ xogdo xogdo ɔktɔ hokto 
70.川 bira, mɯrɯ̃ doo bera bera bıra bira 
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ʉr orooŋ ʉrəә urəә urəә 
72.谷  dʒigga xoŋkor təәwəәkəә jʊpkan həәrəәlgəәn 
73.森 bosog, sagdūl ʃige xəәgdəәg ʃige əәgdəәn (mɔɔʃa, ɕiji) agī, mōsa 
74.湖 amuǯ́i əәlgəәəәŋ karadz amutgaŋ əәgdəәŋəә bıra āmut 
75.海 dalɛi̯ dale dalaj moore dalaj lāmu 
76.岸 ʊ̈g~ɯg, ǯ́akka nəәəәxi nəәəәŋki əәmkəәl (məәxtin) ǰapka, ugu 




ɵmɵtʃtʃɵ umugsu ɵmɵxɵ (tʃuxəә) ǰukəә 
79.石 ǯ́olo dʒolo dzolo dʒolo (tʃɔlɔ) ǰolo 
80.土 tuxali ʃirattaŋ tukal tukala (t’uxala) tukala 
81.土地 buɣa(~boɣ)    tur dunnəә 
82.火 togo tog tog togo tɔgɔ togo 
83.風 e̬dĩ, xĩ əәdiŋ əәdin əәdin əәdin əәdin 
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təәtʃtʃi tugsu tʉʉxʉ tukʃu tūksu 
85.雷鳴 agdī adde agdi agdi agdı agdī 
86.稲妻  gilowuŋ tale dʒʉxəәniwʉŋ (t’alenu) talinuran 
87.雨 udũ uduŋ udun tigdi ʊdın, tigdəә tigdəә 
88.雪 imanda imanda imanda emanna ımana imanna 
89.空 burkã, te̬ŋe̬r abagaŋ, bog naŋna, boga boga bʊga, ńaŋńa ňaŋňa, buga (自然) 
90.太陽 š́igɯ̄ɯ̃ ʃigʉn ʃigun ʃigʉn dılatʃa dəәlačā, sigun, jultəәn 
91.月 bēɣa~b’ēɣa beega beega beega bɛɛga bjēga 




ilaaŋ ila garpa ılaan ŋə̄әrī 
94.霞     ʊlaŋŋa  
95.霜 onōr    ıkʃan suvgiksəә, siŋiksəә 
96.霧 manã manaŋ/nəәəәkkəәŋ manaŋ tamna tamna tamnaksa 
97.露 š́ilikš́i    ʃiləәkʃəә siləәksəә 
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98.雹     bʊgana bōna, bōkta 
99.虹  ʃeeraŋ soloŋgo ʃeeran ʃɛɛrʊn  
       
(5) 時間      
100.時間 e̬rīĩ əәriŋ əәriŋ adidu/ookin əәrin (həәr) 
101.日 ine̬ŋi~ine̬ɣi inig inəәŋgi inəәŋi iniji~inigi inəәŋi, tirganī 
102.月 bēɣa~b’ēɣa beega beega beega bɛɛ bjēga 




əәddəә inəәrəәŋ/timatsiŋ təәəәltəәŋ inəәŋ təәgəәltəәnəә 




106.夜 dolbo dolob dolbo/agtir dolbo dɔlbɔ, ʃikʃəә 
siksəә, dolboltono, 
āxiltānəә 
107.昨日 tīnɯge̬ tinʉg tiinuw tiinʉw tiinəәwəә tīnivəә 
108.明日 timāš́ĩ timaaʃiŋ timatsiŋ/teme temen tımaana tə̄әmī 
109.今日 e̬ri ine̬gi əәri inig əәʃi inəәŋgi əәxitkəәŋ əәnnijii inəәŋmə̄әn 
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110.今 e̬š́ī əәʃi əәʃi əәrdəәt (əәʃk’əәəәxin) əәhītkə̄әn 
111.早春 ne̬lxi nəәləәki nəәlki nəәlki nəәlki nəәlkinī 
112.遅春      ňəәŋňəәnī 
113.夏 ǯ́uga dʒog dzuga dʒowa dʒʊga ǰuganī 
114.秋 bolo bol bol bolo bɔlɔ bolonī 
115.冬 tɯgɯ tʉg tugəә tʉgəә tuwəә tugəәnī 
       
(6) 親族など      
116.夫  əәtxəәŋ əәtirkəәŋ əәtirkəәŋ/əәdi əәdii əәdī 
117.妻  gikki/aʃe atirkaŋ/aʃe atirkaŋ aʃıı ahī~asī 
118.父 abā, abai̯, amĩ amiŋ amin/ama ami amın amīn 
119.母 e̬nē̬, e̬nĩ əәniŋ əәnin/əәnəә əәni anın əәnīn 
120.子供 ɯre̬, ɯte̬ ʉrʉl xuril xʉril kɔɔkan hutəә 
121.孫  omole minuʃik minʉʃik ɔmɔlɛɛ hutəәv hutəәn 
122.息子 ɯkke̬xē̬e̬ ̃ ʉt omolge omolge/xʉtəә utəә omolgī 
123.娘 unāǯ́i unaadʒ unaadz xunaadʒi ʊnaadʒı hunāt 
124.兄 axĩ axiŋ aka akin akın akīn 
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125.姉 e̬xĩ əәxiŋ əәkəә əәkin əәkin əәkīn 
126.弟 ne̬xɯ̃ nəәxʉŋ nəәkun nəәkʉn nəәkun nəәkūn 




xəәkəә diidu/əәtirkəәŋ xəәkəә əәtirkəәəәtʃəәəәn əәtirkə̄әn, amākā, əәhə̄әkəә 
129.老婆 atikkāã əәwəә baabu/atirkaŋ əәwəә atırkaatʃaan atirkān, əәnyə̄әkəә, əәbəәkəә 
130.友達 gɯsɯ, nɯxȫ axa nəәxʉl girki girki/nakume gutʃu girkī 
131.男 be̬i, be̬je̬ nerog nerawi bəәxəәtkəәŋ nıraj bəәjəә bəәjəә 
132.女 aš́ī aʃe aʃe axatkaŋ aʃıı bəәjəә ahī, asī 
133.名前 ge̬rbī gəәbbi gəәrbi gəәrbi kala/gəәrbi gəәrbī 
134.声 dilgã delagaŋ dilgan delgan (telkan) dilgan 
135.音  anir awen goolas  inni 





meegaŋ meewan meewan mɛɛgan mjēvan 
138.神  bokkoŋ borkan borkan  səәvəәkī 
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(7) 方向      
139.左 ǯ́ē̬ŋgɯ̄ dʒəәgiŋ dzəәəәŋ dʒəәgin dʒəәjiŋŋidəә ǰəәginŋū 
140.右 barūntixī aaŋ baruuŋ anŋun aaŋŋıda anŋū 
141.前 ǯ́ɯlē̬š́xī dʒʉlidəә dzuliləә dʒʉləәləә dʒulgidəә ǰulə̄әski 
142.後 amīlā amida amirila amala amargıda amaskī 




tʉlləә tuliləә tʉligʉ tulləәəә tulīlə̄ә 
145.上 ɯɣe̬sxī ʉgiləә ugiləә ʉjiləә/xoron ujləәəә ojogū 
146.下 e̬ri əәggiləә əәrgiləә xəәrgiləә əәrgiləәəә həәrəә 
       
(8) 形容詞      




nisʉxʉŋ niitsi osa nitʃukun hulukūn, ǰokyə̄ә 
149.高い gugda goddo gugda gogdo gʊgda gugda 
150.低い  nəәttəә nəәgtəә nəәgtəәg nəәktəә nəәktəә 
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151.長い ninomi nonom nonim/onime ŋoniam/onim ŋʊnʊm ŋōnim 
152.短い  ʉrʉŋkʉŋ urumkuŋ ʉrʉŋkʉŋ urumkun urumkūn 
153.広い e̬mme̬ əәŋŋəә urgəәŋ albiŋ awam əәmŋəә 
154.狭い  datʃtʃi ʃilimkuŋ ʃilimkʉŋ ʃiləәmkun tijəә 




nəәmi nəәmi nəәmkʉŋ nəәmkun nəәmkūn 
157.強い  mandi/xata kata manni (k’at’aan) əәŋəәhī 
158.弱い  moŋgir dujəә xəәtʃəәtʃəә (əәpəәrəә) jumbu 
159.遠い  goro goro goro gɔrɔ goro 
160.近い daga daga daga daga daga daga 
161.深い sūnta sonto sonta sonta ʃuŋta huŋta 




ʉggʉddi uurku ʉrgəә urgəә urgəәhī 
164.軽い e̬nikkɯ̄ɯ̃ əәnikkʉŋ əәniŋ inimkʉŋ əәjəәmkun əәīmkūn 
165.暑い e̬xɯ̄gdi əәxʉddi əәku xəәkʉ əәku həәkuxī 
 201 
 ソロン語 鄂温克語ホイ方言 鄂温克語メルゲル方言 鄂温克語オルグヤ方言 鄂倫春語 シベリア・エヴェンキ語 
166.冷たい  bottaddi səәruuŋ xemuri  hjə̄әmur 
167.水温い      jəәpu 
168.寒い inigigdi inigiddi iŋini iŋini iŋin iŋin 
169.暖かい namagdi namaddi nama niamaxi ńama ňamahī 
170.涼しい  bottaddi səәrun ʃiŋuŋ ʃəәrun  
171.新しい irkē̬xīĩ ikkiŋ irkəәkiŋ oomogta irkəәkin ōmakta 
172.古い  irəәəәttəә agibti bəәləәrgi gɔrɔptı goropti 
173.若い ǯ́alū ojon dzalab əәdəәr dʒalaw ilmakta 
174.老いた sagdī~saddī~-ē sadde əәgdi/sagde sagdi ʃagdı sagdag 
175.多い barāã baraaŋ əәgdi kəәtəә baraan kəәtəә 
176.少ない  xondo asukuŋ ʉwʉkʉŋ atʃʊkʊn ugūkūn 
177.良い aja aja aja aja aja aja 
178.悪い e̬rɯ̄ əәrʉ əәru əәrʉ əәru əәrū 




180.簡単な  amal amurkaŋ xitəәn (k’imta) əәjūmkūn 
181.白い giltarĩ giltariŋ bagdiriŋ bagdariŋ jalbarın bagdama 
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182.黒い xarā, xoŋnorĩ xonnoriŋ konnoriŋ konnoriŋ kɔŋnɔrın koŋnomo 
183.赤い ulāã uliriŋ ulariŋ xolariŋ ʊlaarın hulama 
184.青い  jatʃiŋ kuku tʃʉʉririŋ tʃaŋgɛɛn čūtūma 
185.黄色い š́iŋarĩ ʃeŋariŋ ʃiŋariŋ ʃiŋariŋ ʃıŋarın siŋama 
186.灰色の     kirurin igǰama 
(9) 生活      
187.家 ǯ́ɯ̄ɣ dʒʉʉ dzooko dʒʉʉ dʒuu ǰū 
188.塩  doosuŋ dabsoŋ tʉʉrʉk katagan turukəә 
189.油 imɯkč́e imitʃtʃi imugsu imʉrəәn imukʃəә 
(jumūran,)imūhəә/imūk
səә 
190.酒 araxi akki araki araki arakı arakī 




bəәjʉwʉŋ bəәju bəәjʉ bəәju-rəәn bulta-mī 
193.銃     mıwtʃaan bəәr, pəәktirəәbun 
194.弾      uhəәkəә 
195.弓 be̬ri bəәr bəәr bəәrkəәn bəәr bəәrkəәn 
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196.矢 nuru~nur nor godoli lʉki luki ňur, luki 
197.ナイフ  ʉsxəәŋ(kəә) (niitstsi) utsi koto(ko) kɔtɔ koto 
198.槍  akkiŋka xəәəә bəәr  gida 
199.罠  xogga orika xorka  hurka 
200.網  alaar neewet dala alga adil 
 
(10) 代名詞 
     
201.1 単 bi bi bi bi bii bī 
202.2 単 š́i ʃi ʃi ʃı ʃii sī 
203.3 単  tari, nugaŋ tari, nugaŋ tara, nugaŋ nʊganın nuŋan 
204.1 複包括 miti    mitii~mir mit 
205.1 複排他 bɯ̄ bʉ bu bʉ buu bū 
206.2 複 sɯ̄ sʉ su sʉ ʃuu sū 
207.3 複  talar, tatʃtʃil taril nuŋaŋtil, tawaril nʊgartın nuŋartin 
(11) 疑問詞      
208.誰 āɣī, nīxe̬ ̃ awu, nii ni ni nii ŋī 
209.何 ī, īxɯ̃ oxoŋ ikoŋ jekoŋ ıkʊn ə̄әkūn, ə̄ә 
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211.いつ ōxīdu oxidu aali ookin aalı ōkin 
212.どこ īlē̬ iləә iləә idʉ iri, irigidəә īdū (ir-, ava-) 
214.どれ/どの īr iri iləә/iri, iima iri/ooni iri avgū, idigū, idivū 
215.如何に īttɯ̄ ittʉ ittu ooni ɔɔn ōn 
216.なぜ īdā, jōdā ima ida jeda ıda ə̄әdā, ə̄әt 
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